


2

Ⅰ特 集

　
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
室
蘭
管
理
事
務
所

と
「
津
波
緊
急
避
難
に
お
け
る
高
速
道

路
区
域
の
一
時
使
用
に
関
す
る
協
定
書

調
印
式
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
協
定

は
、
津
波
襲
来
時
に
高
速
道
路
国
縫
Ｉ

Ｃ
敷
地
の
一
部
を
、
国
縫
地
区
の
住
民

等
が
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

　
国
縫
地
区
は
、
津
波
浸
水
想
定
で
最

大
ク
ラ
ス
の
津
波
の
場
合
、
ほ
ぼ
全
域

が
浸
水
域
と
な
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

避
難
場
所
で
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
新
た
な
避
難
場
所
と
し
て
協
定
を

結
び
ま
し
た
。
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避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避

町
と
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
が
「
避
難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難

場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所
にににににににににににににににににににに
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協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
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」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
をををををををををををををををををををを
締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締
結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結

場
所
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

社
会
教
育
顕
彰
〈
団
体
の
部
〉

・
長
万
部
音
楽
鑑
賞
協
会

　
会
長
　
勝
 
　
英
樹

　
地
域
文
化
の
充
実
・
向
上
に
貢
献

・
国
縫
女
性
会

　
会
長
　
黒
須
　
美
智
子

　
地
域
の
教
育
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
の
実
践

児
童
生
徒
実
践
活
動
顕
彰〈
個
人
の
部
〉

・
中
村
　
香
音
（
静
狩
小
学
校
１
年
）

　
第
　
回
「
海
の
子
作
品
展
」

５５

　
北
海
道
金
融
広
報
委
員
会
委
員
長
賞

　
受
賞
作
品「
ホ
タ
テ
を
と
る
し
ご
と
」
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万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部

平
成
　
年
度
長
万
部
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６２６

教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
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活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
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顕顕顕顕顕顕顕顕顕顕顕顕顕顕顕顕顕顕顕顕
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彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰

教
育
功
労
・
実
践
活
動
顕
彰
表
彰
式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式

　
３
月
　
日
と
　
日
の
２
日
間
、
全
道

１４

１５

各
地
か
ら
そ
ば
打
ち
愛
好
者
が
集
ま
り
、

初
段
及
び
二
段
の
段
位
検
定
や
、
福
井

県
で
行
わ
れ
る
名
人
戦
の
道
南
予
選
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
段
位
認
定
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た

毛
が
に
争
奪
の
団
体
戦
は
、
４
人
１
チ

ー
ム
が
時
間
ご
と
に
交
代
し
な
が
ら
そ

ば
を
打
つ
と
い
う
ル
ー
ル
で
、
仮
装
し

て
参
加
す
る
チ
ー
ム
も
多
く
あ
り
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　3
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・ 
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長
万
部
町
の
観
光
資
源
を
掘
り
起
こ

し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
つ
ま
ん
べ
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
識
者
の
取
り
組
み
事
例

な
ど
を
紹
介
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
後
、
長
万
部
町
に
つ
い
て
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
こ
の
町
を
活
気

づ
か
せ
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん

詰
ま
っ
た
中
身
の
濃
い
お
話
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
貴
重
な
経
験
を
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
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第
６
回
「
全
麺
協
」
素
人
そ
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば

打打打打打打打打打打打打打打打打打打打打
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打
ち
段
位
認
定
道
南
大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
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町
議
会
議
員
選
挙
は
、
選
挙
の

中
で
も
、
私
た
ち
に
と
っ
て
最
も

身
近
な
選
挙
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
郷
土
を
発
展
さ
せ
、
私
た
ち
の

た
め
に
し
っ
か
り
働
い
て
く
れ
る

代
表
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

◆
投
票
で
き
る
人

　
平
成
７
年
４
月
　
日
ま
で
に
生

２７

ま
れ
た
人
で
、
平
成
　
年
１
月
　

２７

２０

日
ま
で
に
、
長
万
部
町
に
転
入
届

出
を
し
て
、
引
き
続
き
長
万
部
町

に
住
所
の
あ
る
長
万
部
町
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
が
、

長
万
部
町
で
投
票
で
き
ま
す
。

《
最
近
転
入
さ
れ
た
方
へ
》

　
平
成
　
年
１
月
　
日
以
後
に
他

２７

２１

の
市
町
村
か
ら
長
万
部
町
に
転
入

届
出
を
し
た
人
は
、
投
票
で
き
ま

せ
ん
。

◆
期
日
前
投
票

　
仕
事
や
冠
婚
葬

祭
、
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
の
予
定
が
あ
る

場
合
は
、
期
日
前

投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
お
手
元

に
投
票
所
入
場
券

が
届
い
て
な
い
場

合
で
も
期
日
前
投

票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◆
不
在
者
投
票

　
指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
や
老
人

ホ
ー
ム
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る

人
は
、
そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
町
外
に
滞
在
し
て
い
る
人
は
、

滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
に

行
っ
て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
っ
た

り
、
介
護
保
険
の
要
介
護
５
に
認

定
さ
れ
て
い
る
人
は
、
自
宅
で
投

票
で
き
る
「
郵
便
等
に
よ
る
不
在

者
投
票
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◆
投
票
用
紙
へ
の
記
載

　
投
票
用
紙
に
は
候
補
者
の
氏
名

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
投
票
用
紙

に
候
補
者
の
氏
名
以
外
の
記
載
は

無
効
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
投
票
所
の
環
境
向
上

　
車
イ
ス
や
座
っ
た
ま
ま
記
載
で

き
る
記
載
台
、
老
眼
鏡
を
用
意
し

て
い
る
投
票
所
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
体
の
不
自
由
な
方
な
ど

字
の
書
け
な
い
方
の
た
め
に
、
職

員
が
代
わ
り
に
投
票
用
紙
に
候
補

者
の
氏
名
を
記
載
す
る
「
代
理
投

票
」
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。
積
極

的
に
介
助
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
職
員
に
声
を
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
投
票
所
の
場
所
及
び
時

間
は
、
右
の
表
の
と
お
り
で
す
が
、

３
月
７
日
以
後
に
転
居
の
届
出
を

し
た
人
の
投
票
所
は
、
転
居
前
の

住
所
の
投
票
所
に
な
り
ま
す
。

◆
公
営
の
選
挙
運
動

　
町
内
　
か
所
に
ポ
ス
タ
ー
掲
示

３４

場
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
掲
示
板
を
壊
し
た
り
、

候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
を
や
ぶ
い
た

り
、
い
た
ず
ら
を
す
る
と
、
公
職

選
挙
法
で
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
る
の

で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

町議会議員選挙が行われます

該当地域投票時間投票所施設名投票区

豊津、豊野、茶屋川、国縫、

花岡の一部
午前７時～午後６時

国縫振興会館１

花岡、中ノ沢、平里の一部中の沢振興会館２

大浜、曙、大町

午前７時～午後８時

長万部小学校３

本町、元町、旭浜、栄原、

共立
長万部町役場４

富野、陣屋、温泉、高砂、

栗岡

ファミリースポ

ーツセンター
５

平里、南栄、新開さかえ保育所６

美畑、双葉、大峯、知来、

蕨岱
午前７時～午後６時

双葉振興会館７

静狩静狩振興会館８

■町内の投票所一覧

期間：4月22日～4月25日
　　　　（休日も投票できます。）
時間：午前8時30分～午後8時
場所：役場1階町民ホール

期
日
前

投
票
日
程

４
月
　
日
は
、
知
事
・
道
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
。
忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

12

◇お問い合わせ先     選挙管理委員会事務局　緯2－2783

告示日　４月21日（火） 投開票日　４月26日（日）
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り
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
町
政
執
行
の
主
要

施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
バ
ス
運
行
は
、
高
齢
者
等
交
通

弱
者
に
と
っ
て
重
要
な
移
動
手
段

で
あ
り
、
引
き
続
き
、
老
人
福
祉

バ
ス
を
運
行
い
た
し
ま
す
が
、
平

成
二
十
七
年
度
か
ら
は
、
静
狩
、

双
葉
方
面
の
バ
ス
運
行
回
数
を
増

便
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
増
便
に
は
大
型
運
転
免

許
所
有
の
臨
時
職
員
を
採
用
し
、

町
有
バ
ス
の
運
行
に
よ
り
対
応
し
、

あ
わ
せ
て
各
種
団
体
等
の
行
事
に

際
し
て
の
バ
ス
運
行
に
も
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
行
財
政
改
革
で
は
、
引
き
続
き
、

特
別
職
給
与
の
減
額
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
職
員
が
役
場
庁
舎
や
消

防
庁
舎
、
保
育
所
の
事
務
ス
ペ
ー

ス
等
の
清
掃
や
役
場
庁
舎
の
休
日

等
の
日
直
を
行
い
、
経
費
の
節
減

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
公
共
施
設
等

の
老
朽
化
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
、
全
体
の
状
況
を

把
握
し
、
長
期
的
な
視
点
を
も
っ

て
、
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化

な
ど
を
計
画
的
に
行
う
こ
と
に
よ

り
、
財
政
負
担
を
軽
減
、
平
準
化

し
、
公
共
施
設
等
の
最
適
な
配
置

に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
将
来
の
公
共
施
設
等

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
た
め

の
第
一
歩
と
し
て
、「
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
」
の
策
定
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
関
係
で
は
、
津
波
対
策
と

し
て
、
町
営
ス
キ
ー
場
周
辺
に
避

難
路
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
災
害
時
に
使
用
す
る

毛
布
や
敷
き
マ
ッ
ト
等
も
計
画
的

に
整
備
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、

防
災
訓
練
や
災
害
パ
ネ
ル
展
等
を

実
施
し
、
防
災
意
識
の
高
揚
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
二
月
二
十
七
日
に
、

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
き
北
海

道
が
、
高
砂
町
、
南
栄
町
、
新
開

町
の
急
傾
斜
地
を
土
砂
災
害
警
戒

区
域
等
に
指
定
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
防
災
計
画
を
見
直
す
と
と
も

に
、
避
難
所
の
位
置
や
避
難
ル
ー

ト
を
示
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
交
通
安
全
対
策
で
は
、
長
万
部

町
交
通
安
全
指
導
員
協
議
会
を
中

心
に
、
関
係
機
関
、
団
体
と
連
携

し
、
旗
の
波
運
動
や
街
頭
指
導
を

実
施
し
な
が
ら
、
交
通
弱
者
で
あ

る
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
や
児

童
生
徒
の
交
通
安
全
の
確
保
を
重

点
と
し
て
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の

安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
交
通

事
故
の
減
少
と
死
亡
事
故
の
撲
滅

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
も
四
月
九
日
夜
、
全
国
各

地
か
ら
長
万
部
町
に
東
京
理
科
大

学
基
礎
工
学
部
二
十
九
期
生
が
入

学
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
、
理
科
大

歓
迎
の
フ
ラ
ッ
グ
を
商
店
街
や
温

泉
街
、
理
科
大
ま
で
の
通
り
な
ど

に
掲
げ
る
な
ど
し
て
、
町
民
の
み

な
さ
ん
と
と
も
に
温
か
い
気
持
ち

で
迎
え
て
あ
げ
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
、
理
科
大
と
本
町

が
連
携
協
力
す
る
事
業
と
し
て
、

全
国
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
理
科
大

長
万
部
校
舎
出
身
の
企
業
家
に
よ

る
長
万
部
サ
ミ
ッ
ト
（
仮
称
）
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
本

町
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
る
卒
寮

生
の
み
な
さ
ん
か
ら
様
々
な
ア
イ

デ
ア
等
を
引
き
出
し
、
地
域
活
性

化
策
の
実
現
に
向
け
た
き
っ
か
け

作
り
を
狙
い
と
し
て
い
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
具
体
的
な
内
容
等
は
こ
れ
か
ら

詰
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
全
国
か

ら
集
ま
っ
て
い
た
だ
く
卒
寮
生
の

み
な
さ
ん
を
、
産
官
学
一
体
と

な
っ
た
精
一
杯
の
お
も
て
な
し
に

よ
り
歓
迎
し
、
本
サ
ミ
ッ
ト
を
成

功
さ
せ
、
是
非
と
も
今
後
の
本
町

の
活
性
化
策
の
起
爆
剤
と
な
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
　

　
今
後
も
引
き
続
き
、
理
科
大
と

の
交
流
・
連
携
を
よ
り
深
め
な
が

ら
、
地
域
の
課
題
解
決
や
地
域
活

性
化
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を

検
討
し
、
具
体
化
に
向
け
努
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
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東
京
理
科
大
学

長

万

部

校

成
二
十
七
年
第
一
回
町
議

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
町
政
執
行
に
対
す
る

所
信
と
町
政
運
営
の
基
本
的
な
考

え
方
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
昨
年
７
月
に
町
民
の
皆

様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
長
万

部
町
長
と
し
て
町
政
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
長
に
就
任
し
て
か
ら
今
日
ま

で
、
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

と
い
う
信
念
の
も
と
、
町
民
の
皆

様
の
声
に
耳
を
傾
け
、
産
業
の
振

興
や
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
、
解

決
す
べ
き
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
議
員
各
位
を
は
じ
め

町
民
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
理
解

平

と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
、
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
十
二
月
の
衆
議
院
議
員
総

選
挙
で
は
、
自
由
民
主
党
・
公
明

党
の
連
立
政
権
が
過
半
数
を
獲
得

し
、
第
三
次
安
倍
内
閣
が
誕
生
い

た
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
経
済

再
生
、
地
方
創
生
、
社
会
保
障
改

革
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
協
議
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
等
の
課
題
が
山
積
す
る

な
か
、
真
に
国
民
の
た
め
の
政
権

運
営
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
創
生

関
連
法
な
ど
新
た
な
施
策
の
展
開

に
も
注
視
し
、
町
民
の
皆
様
と
英

知
を
結
集
し
な
が
ら
、
健
康
で
明

る
く
楽
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

平成27年度
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国
は
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の

進
展
に
的
確
に
対
応
し
、
日
本
全

体
、
特
に
地
方
の
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、
東
京

圏
へ
の
人
口
の
過
度
の
集
中
を
是

正
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
住
み

よ
い
環
境
を
確
保
し
て
、
将
来
に

わ
た
っ
て
活
力
あ
る
日
本
社
会
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
を
制
定

い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
口
の
現
状
と
将
来
の

姿
を
示
し
、
今
後
目
指
す
べ
き
将

来
の
方
向
を
提
示
す
る
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
」
及
び
今
後
五
か
年
の
目
標
や

施
策
の
基
本
的
方
向
、
具
体
的
な

施
策
を
ま
と
め
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
閣
議

決
定
し
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村

も
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
策
定
が

努
力
義
務
と
し
て
規
定
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
町
も
、
国
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

や
総
合
戦
略
を
勘
案
し
な
が
ら
、

地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
こ
れ
を

踏
ま
え
た
「
地
方
版
総
合
戦
略
」

を
平
成
二
十
七
年
度
中
に
策
定
い

た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
国
で
は
、
平
成
二
十
六

年
度
補
正
予
算
と
し
て
、
地
方
の

消
費
喚
起
や
生
活
支
援
な
ど
を
目

的
と
し
た
「
消
費
喚
起
・
生
活
支

援
型
」
と
地
方
版
総
合
戦
略
の
策

定
に
関
連
す
る
事
業
実
施
を
支
援

す
る
「
地
方
創
生
先
行
型
」
の
二

つ
の
「
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支

援
の
た
め
の
交
付
金
」
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
本
定
例
会
に
、

地
方
創
生
関
連
の
先
行
事
業
と
し

て
、
平
成
二
十
七
年
度
へ
繰
り
越

し
て
実
施
す
る
た
め
の
補
正
予
算

を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
の
満
六
十
五
歳
以
上
の
人

口
は
、
平
成
二
十
七
年
一
月
末
現

在
二
千
二
百
六
十
八
人
で
、
総
人

口
に
占
め
る
割
合
は
、
三
十
八
・

四
一
％
と
前
年
同
期
に
比
較
し

〇
・
七
％
上
が
っ
て
お
り
、
高
齢

化
は
着
実
に
進
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
社

会
参
加
や
在
宅
生
活
へ
の
支
援
を

充
実
す
る
た
め
、
介
護
保
険
事
業

の
通
所
サ
ー
ビ
ス
や
訪
問
サ
ー
ビ

ス
に
加
え
、
町
の
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
組
合
せ
な
が
ら
、
高
齢
者

福
祉
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
度
も
各
町
内
会

等
で
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
地
域

敬
老
会
へ
の
補
助
や
老
人
ク
ラ
ブ

の
活
動
支
援
、
タ
ク
シ
ー
料
金
助

成
事
業
な
ど
を
継
続
し
、
高
齢
者

の
福
祉
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
　
ま
た
、
老
人
福
祉
バ
ス
は
、
冒

頭
に
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
地

域
の
実
情
に
即
し
た
交
通
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
今
年
度

か
ら
増
便
分
の
見
直
し
を
行
い
、

よ
り
一
層
の
利
便
性
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く

各
種
サ
ー
ビ
ス
等
の
適
切
な
実
施

に
努
め
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
立
し
た
生

活
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
町
内
に
在
住
す
る
障
が
い

の
あ
る
方
の
集
ま
れ
る
場
所
と
し

て
、
ま
た
軽
作
業
を
行
う
こ
と
で

生
き
が
い
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で

き
る
場
所
と
し
て
喜
ば
れ
て
お
り
、

今
後
よ
り
一
層
活
動
の
周
知
に
努

め
、
利
用
者
の
増
加
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
健
康
増
進
事
業
と
し
て
、
引
き

続
き
、
健
康
相
談
や
健
康
教
室
、

健
康
診
査
、
家
庭
訪
問
な
ど
の
事

業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
健
康
相
談
で
は
、
集
団
相
談
の

ほ
か
個
別
の
電
話
や
来
所
に
よ
る

相
談
も
増
え
て
お
り
、
一
層
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

健
康
教
室
は
、
年
齢
層
に
応
じ
た

テ
ー
マ
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、
幼
児
や
児
童
生
徒
な
ど
へ

の
食
育
や
心
の
教
育
も
テ
ー
マ
と

し
て
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
乳
幼
児
の
健
康
診
査
受

診
率
は
良
好
で
あ
り
ま
す
が
、
成

人
の
受
診
率
が
低
い
傾
向
に
あ
る

し
た
ま
ち
づ
く
り
実
行
計
画
」（
仮

称
）
を
策
定
し
、
今
ま
で
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
で
出
さ
れ
た
ご
意

見
な
ど
を
活
か
し
て
「
新
幹
線
を

核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
方
向

性
を
早
急
に
定
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
新
幹
線
建
設
工
事
は
、

鉄
道
・
運
輸
機
構
を
は
じ
め
、
関

係
機
関
と
密
接
な
協
議
を
行
い
な

が
ら
、
継
続
し
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
寄
付
を
通
じ
た
参
加
型
地
方
自

治
の
実
現
を
目
的
に
設
置
し
た
長

万
部
町
ま
ち
づ
く
り
基
金
条
例
に

よ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
は
昨
年
九
月
頃
か
ら
急
激
に

増
加
し
、
二
月
二
十
五
日
現
在
、

平
成
二
十
六
年
度
の
寄
附
金
合
計

は
九
百
九
十
六
万
五
千
円
で
、
寄

附
金
累
計
額
は
一
千
七
百
二
十
六

万
八
千
三
百
八
十
八
円
と
な
り
、

好
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
寄
付
者
に
対
し
て
の

贈
呈
品
を
地
元
各
産
業
界
な
ど
も

含
め
、
公
募
な
ど
に
よ
り
登
録
品

数
を
増
や
し
、
特
産
品
の
全
国
Ｐ

Ｒ
な
ど
と
合
わ
せ
て
、「
ふ
る
さ

と
納
税
」
の
拡
大
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄

附
金
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
も
、

十
分
に
検
討
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
活
用
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

す
。

　
北
海
道
新
幹
線
新
青
森
・
新
函

館
北
斗
間
の
建
設
工
事
は
、
平
成

二
十
七
年
度
末
の
開
業
ま
で
、
残

す
と
こ
ろ
あ
と
一
年
と
な
り
、
順

調
に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
工
事
は
、
ほ
ぼ
完
成
し
て
お
り
、

現
在
は
各
駅
舎
の
内
部
工
事
な
ど

を
残
す
の
み
で
、
北
海
道
新
幹
線

の
新
型
車
両
Ｈ
５
系
の
試
験
走
行

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
と
し
て
も
、
関
係
機
関
、

市
町
村
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
開

業
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
努
め
、
開
業
効
果

が
最
大
限
発
揮
さ
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
、
北
海
道
新
幹
線
新
函
館

北
斗
・
札
幌
間
の
建
設
工
事
で
は
、

一
部
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
開
始
さ

れ
て
お
り
、
本
町
で
は
、
引
き
続

き
国
縫
ト
ン
ネ
ル
、
豊
野
ト
ン
ネ

ル
、
幌
内
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
工
事

実
施
に
向
け
、
設
計
や
施
工
上
の

基
礎
資
料
を
得
る
た
め
の
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
や
水
文
調
査
な
ど
が
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
一
月
に
は
、
政
府
・

与
党
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
北

海
道
新
幹
線
の
新
函
館
北
斗
・
札

幌
間
に
つ
い
て
開
業
時
期
を
五
年

前
倒
し
し
、
二
〇
三
〇
年
度
末
の

完
成
・
開
業
を
目
指
す
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
工

期
短
縮
に
合
わ
せ
、
今
後
の
新
幹

線
関
連
の
諸
整
備
計
画
等
の
基
本

計
画
と
な
る
、「
新
幹
線
を
核
と

興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興

北
海
道
新
幹
線
関
係

興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興

ま
ち
づ
く
り
基
金

興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略

興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興

高
齢
者
福
祉
対
策

興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興

障
が
い
者
福
祉
関
係

興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興

町
民
の
健
康
増
進
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援
な
ど
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
町
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
保
育
園
・
幼
稚
園
の
運
営
に
対

し
、
平
成
二
十
七
年
度
も
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
二
月
か
ら
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
は
無
料
化
し
て
お
り
、
引

き
続
き
、
平
成
二
十
七
年
度
も
実

施
し
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
重

要
な
環
境
問
題
で
あ
る
地
球
温
暖

化
を
防
止
し
、
低
炭
素
社
会
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
町
民
一

人
ひ
と
り
が
、
意
識
を
持
っ
て
環

境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
生
活
様
式

へ
と
転
換
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
り
ま
す
。

　「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば

資
源
」
の
言
葉
ど
お
り
、
自
然
に

優
し
い
循
環
型
の
地
域
社
会
づ
く

り
推
進
の
た
め
、
ご
み
の
適
正
な

分
別
・
排
出
に
つ
い
て
普
及
啓
発

し
、
今
後
も
地
域
の
み
な
さ
ん
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ご
み
の
減

量
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
七
年
度
も
ご

み
の
減
量
化
の
一
環
と
し
て
、
生

ご
み
堆
肥
化
容
器
購
入
補
助
や
廃

食
用
油
、
小
型
家
電
、
衣
類
等
の

無
料
回
収
を
継
続
し
て
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
し
尿
処
理
等
で
は
、
現
在
、
本

町
と
八
雲
町
二
町
に
よ
る
広
域
処

理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
供
用

開
始
か
ら
二
十
一
年
が
経
過
し
、

福
祉
給
付
金
の
支
給
を
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
町
民
税
非
課
税
の
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
税
が
確

定
後
に
申
請
を
い
た
だ
き
、
随
時

支
給
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
を
め
ぐ
る

様
々
な
課
題
を
解
消
す
る
た
め
に
、

「
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
」
が
制

定
さ
れ
、
こ
の
法
律
と
関
連
す
る

法
律
に
基
づ
い
て
、
幼
児
期
の
学

校
教
育
や
保
育
、
地
域
の
子
ど
も

子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
推
進
し
、

量
の
拡
充
や
質
の
向
上
を
進
め
て

い
く
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制

度
」
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
制
度
に
お
け
る
保
育
施
設
等

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
を
制
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
平
成
二
十

七
年
度
か
ら
学
童
保
育
を
民
間
事

業
者
に
委
託
し
て
実
施
し
、
昼
間
、

留
守
家
庭
の
児
童
の
放
課
後
等
に

適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供

し
、
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
保
育
所
で
は
、
職
員
体
制
の
充

実
と
と
も
に
保
護
者
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今

後
も
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
保
育
環
境

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
育
所
内
に
設
置
し
て

い
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

み
ん
な
の
広
場
や
遊
び
の
広
場
な

ど
親
子
遊
び
の
場
の
提
供
、
子
育

て
相
談
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
応

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
健
診
の

必
要
性
の
啓
蒙
を
図
り
な
が
ら
、

受
診
率
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成
二

十
九
年
度
ま
で
の
三
年
間
を
計
画

期
間
と
し
て
、「
共
に
支
え
合
い
、

長
寿
で
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」
を

基
本
理
念
と
し
て
、
第
六
期
介
護

保
険
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
一

人
暮
ら
し
や
認
知
症
高
齢
者
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
可
能
な

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
や
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相

談
受
付
、
生
活
支
援
な
ど
の
ほ
か
、

在
宅
で
の
生
活
を
支
え
る
介
護
予

防
事
業
等
を
推
進
し
な
が
ら
、
介

護
保
険
事
業
の
安
定
と
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
介
護
保
険
法
の
改
正
に

伴
い
、
本
定
例
会
に
関
係
条
例
の

一
部
改
正
を
提
案
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　
政
府
は
、
平
成
二
十
七
年
度
も

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
自
立
し
た

生
活
の
実
現
と
暮
ら
し
の
安
心
確

保
を
目
的
に
、
所
得
の
低
い
方
々

の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
、
臨
時

設
備
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
状

況
か
ら
、
今
後
の
施
設
整
備
に
あ

た
っ
て
下
水
処
理
場
で
し
尿
等
を

受
け
入
れ
て
処
理
す
る
ミ
ッ
ク
ス

事
業
を
含
め
た
基
本
方
針
を
検
討

す
る
た
め
の
計
画
策
定
が
急
務
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
両
町
で
協
議

の
結
果
、
平
成
二
十
七
年
度
に
お

い
て
整
備
基
本
計
画
を
策
定
し
、

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
る
こ
と

を
合
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農

経
営
は
、
乳
価
の
値
上
げ
や
個
体

販
売
が
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
配
合
飼
料
や
生
産
資
材

が
高
止
ま
り
す
る
な
か
、
強
い
農

業
を
創
る
た
め
経
営
の
改
善
が
必

要
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
農
業
経
営
の
改
善
を
図

る
た
め
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
資

金
等
へ
の
利
子
助
成
を
継
続
し
て

実
施
す
る
と
と
も
に
、
中
心
的
担

い
手
が
安
定
し
た
農
業
経
営
と
規

模
拡
大
等
へ
未
来
を
切
り
拓
く
た

め
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
や

乳
牛
検
定
組
合
等
に
対
す
る
助
成

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
牧
野
事
業
で
は
、
生
産
者
の
コ

ス
ト
低
減
と
酪
農
経
営
の
安
定
を

図
る
た
め
、
町
営
に
よ
る
公
共
牧

場
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
肉
用
牛
は
、
町
有
貸
付
牛
の
貸

付
け
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、

道
南
農
業
共
済
組
合
や
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
、
生

産
者
の
技
術
支
援
や
巡
回
指
導
等

興興興興興
興興興興興
興興興興興
興興興興興
興興興興興
興興興興興
興興興興興
興興興興興
興興興興興
興興興興興
興興興興興
興興興興興

介
護
保
険
事
業

興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興

臨
時
福
祉
給
付
金

興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興

児
童
福
祉
関
係

興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興

生
活
環
境
関
係

興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興

農

業

振

興
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い
る
た
め
で
あ
り
ま
す
。

　
ホ
タ
テ
の
生
育
状
況
は
、
渡
島

北
部
地
区
水
産
技
術
普
及
指
導
所

が
調
査
し
た
結
果
、
成
貝
は
順
調

に
成
長
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
春
、
耳
吊
り
作

業
を
行
う
稚
貝
に
は
、
変
形
等
の

外
部
異
常
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
、
各
関
係
機

関
と
連
携
し
、
生
育
調
査
等
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
漁
業
振
興
で
は
、
漁
業
近
代
化

資
金
借
入
金
に
対
す
る
利
子
助
成

や
漁
港
街
路
灯
電
気
料
の
補
助
を

行
い
、
漁
家
経
営
の
安
定
化
と
健

全
な
育
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事

業
は
、
北
海
道
が
事
業
主
体
と
な

り
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
静
狩
漁

港
旧
中
央
埠
頭
等
の
補
強
工
事
を

行
い
、
長
万
部
漁
港
も
南
防
波
堤

の
機
能
強
化
や
保
全
事
業
及
び
漂

砂
対
策
と
し
て
、
防
砂
堤
の
新
設

工
事
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
に
よ
る
地
域
経
済
の

縮
小
が
続
く
な
か
、
本
町
の
商
工

業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
商
工
会

へ
の
運
営
費
助
成
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
商
工
会
と
連
携
し
、
中

小
企
業
の
育
成
と
経
営
安
定
の
た

め
中
小
企
業
融
資
資
金
の
貸
付
け

を
行
い
、
利
子
補
給
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
多
目
的
活
動
セ
ン
タ
ー
「
あ
つ

ま
ん
べ
」
は
、
町
内
の
団
体
主
催

に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
会
議
、

と
し
て
「
民
有
林
造
林
推
進
下
刈

奨
励
事
業
」
に
よ
る
下
刈
事
業
補

助
を
行
い
、
林
業
振
興
と
森
林
機

能
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
豊
津
地
区
の
分
収
造
林
契
約
地

は
、
植
栽
を
は
じ
め
、
下
刈
、
保

育
間
伐
事
業
等
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
対
策
で
は
、
昨
年
も

道
内
に
お
い
て
ヒ
グ
マ
や
エ
ゾ
シ

カ
に
よ
る
人
畜
被
害
や
農
林
業
の

被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
本
町
に

お
い
て
も
、
農
家
牛
舎
や
畑
付
近

へ
の
出
没
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
長

万
部
町
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議

会
を
中
心
に
、
各
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
効
果
的
な
被

害
防
止
対
策
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
道
営
事
業
は
、
豊
津
地
区
の
町

有
林
及
び
民
有
林
事
業
推
進
の
た

め
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
基
幹
林
道
豊
津
黒
岩
線
整

備
を
、
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
本
町
の
平
成
二
十
六
年
に
お
け

る
ホ
タ
テ
貝
養
殖
漁
業
の
漁
獲
量

及
び
漁
獲
金
額
は
、
漁
獲
量
一
万

四
千
七
百
十
五
ト
ン
、
漁
獲
金
額

で
は
三
十
五
億
五
千
六
百
十
九
万

円
と
な
り
、
前
年
と
比
較
し
、
漁

獲
量
で
約
七
・
三
％
の
増
と
な
り
、

漁
獲
金
額
で
は
約
二
十
八
％
の
増

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
主
な
要
因
と
し
て
は
、
中
国
等

へ
の
海
外
輸
出
が
好
調
と
な
り
、

ホ
タ
テ
貝
が
高
値
で
取
引
さ
れ
て

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
道
営
農
道
整
備
事
業
は
、
静
狩

地
区
道
営
農
道
整
備
事
業
と
し
て
、

横
断
管
二
十
四
カ
所
の
調
査
設
計

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
の
農
業
人
口
が
減

少
し
、
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
等

深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
担
い
手
育
成
や
経
営
規
模

の
拡
大
、
農
業
の
生
産
性
向
上
を

図
る
た
め
、
耕
作
放
棄
地
や
遊
休

農
地
な
ど
の
調
査
を
行
い
、
地
域

で
の
中
心
的
担
い
手
へ
の
農
地
の

集
約
を
加
速
す
る
た
め
、
長
万
部

町
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
策
定

事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
事
業
に
係
る
費
用

は
、
地
方
創
生
先
行
事
業
と
し
て
、

本
定
例
会
に
補
正
予
算
を
提
案
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　
町
有
林
保
育
事
業
で
は
、
豊

津
・
富
野
・
静
狩
・
共
立
地
区
町

有
林
の
多
面
的
な
機
能
を
よ
り
一

層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
植
栽
、
下
刈
、
保
育

間
伐
、
作
業
道
新
設
等
の
一
体
的

な
整
備
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
平
里
地
区
の
町
有
林
に
お

い
て
は
、
林
業
専
用
道
平
里
線
を

活
用
し
四
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ス

ギ
の
伐
採
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
　
民
有
林
保
育
事
業
で
は
、「
未

来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
推
進
事

業
」
に
よ
る
造
林
奨
励
事
業
補
助

を
行
う
と
と
も
に
、
町
単
独
事
業

東
京
理
科
大
学
に
も
積
極
的
に
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
、
木
育
コ
ー

ナ
ー
も
親
子
の
憩
い
の
場
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
積
極
的
に
活
用
い
た
だ

き
地
域
の
交
流
拠
点
と
な
り
、
地

域
振
興
が
図
ら
れ
る
よ
う
利
用
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
商
工
会
事
務
所
が
管
理

室
に
移
転
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
機
に
さ
ら
な
る
本
町
の
商
工
業

の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
地
域
住
民
生
活
等

緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
を
活

用
し
て
、
商
工
会
が
事
業
主
体
と

な
る
「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
を

発
行
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
本

定
例
会
に
、
平
成
二
十
七
年
度
へ

繰
り
越
し
て
実
施
す
る
た
め
の
補

正
予
算
の
提
案
を
予
定
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　
商
業
・
観
光
の
活
性
化
の
一
環

で
あ
り
ま
す
合
宿
誘
致
事
業
は
、

近
年
、
合
宿
利
用
人
数
は
着
実
に

増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
二
十
七

年
度
も
引
き
続
き
助
成
を
行
い
、

関
係
団
体
と
の
連
携
を
強
め
、
一

層
の
誘
致
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
観
光
振
興
で
は
、
Ｊ
Ｒ
長
万
部

駅
舎
内
に
設
置
さ
れ
た
長
万
部
観

光
協
会
に
よ
る
観
光
案
内
所
は
、

本
町
の
観
光
案
内
は
も
と
よ
り
名

産
品
販
売
所
と
し
て
、
国
内
を
は

じ
め
外
国
人
観
光
客
や
町
民
の
方

に
広
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
徐
々

に
地
域
経
済
へ
の
寄
与
が
見
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
七
年
度
も
さ
ら
な
る

名
産
品
の
販
路
拡
大
を
図
る
と
と

も
に
、
本
町
の
豊
か
な
自
然
環
境

や
多
様
な
地
域
文
化
等
の
観
光
資

源
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
、
観
光
パ
ン
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興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
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興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
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商
工
・
観
光
振
興
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ま
す
。

　
今
年
度
は
、
調
査
設
計
、
支
障

建
物
の
補
償
調
査
等
を
実
施
し
、

用
地
補
償
交
渉
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
道
路
維
持
整
備
で
は
、
町
道
の

舗
装
補
修
と
側
溝
補
修
整
備
等
を

計
画
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
路
整
備
で
は
、
近
年
の
豪

雨
に
よ
り
温
泉
地
区
の
冠
水
被
害

が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
対
策
と

し
て
長
万
部
中
央
跨
線
橋
下
の
Ｊ

Ｒ
敷
地
内
に
新
た
な
排
水
路
を
整

備
す
る
た
め
の
調
査
設
計
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
園
事
業
で
は
、
長
万
部
町
都

市
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
、
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
を
活
用
し
、
今
年
度
は
昨

年
度
に
引
き
続
き
新
開
公
園
の
老

朽
化
し
た
施
設
の
更
新
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
単
独
事
業
と
し
て
は
、
あ
や
め

公
園
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
目

的
と
し
て
、
休
憩
所
の
新
築
工
事

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
の
整
備
状
況
は
、

事
業
認
可
区
域
三
百
六
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
う
ち
整
備
済
み
面
積
は
二
百

七
十
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
認
可

区
域
の
八
十
八
・
三
％
が
整
備
さ

　
近
年
の
消
費
生
活
相
談
の
多
様

化
に
伴
い
、
平
成
二
十
四
年
度
か

ら
渡
島
管
内
の
全
て
の
市
町
と
協

力
し
て
、
よ
り
高
度
な
対
応
が
で

き
る
「
函
館
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
」
へ
の
相
談
引
継
ぎ
体
制
を
整

え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
町
で
も
引
き
続
き
、

消
費
生
活
相
談
員
を
配
置
す
る
と

と
も
に
、
地
方
消
費
者
行
政
活
性

化
事
業
基
金
等
を
活
用
し
て
整
備

し
た
消
費
生
活
相
談
体
制
の
充
実

な
ど
、
消
費
者
行
政
の
強
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
土
木
事
業
で
は
、
長
万
部
町
橋

梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、

国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

を
活
用
し
、
老
朽
化
の
著
し
い
本

町
と
温
泉
町
を
結
ぶ
長
万
部
中
央

跨
線
橋
の
階
段
部
分
の
修
繕
工
事

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
施
設
の
老
朽
化
な

ど
に
よ
り
道
路
利
用
者
及
び
第
三

者
に
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ

る
擁
壁
や
法
面
の
点
検
を
実
施
し
、

損
傷
箇
所
等
が
発
見
さ
れ
た
場
合

は
、
修
繕
ま
た
は
更
新
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
単
独
事
業
と
し
て
は
、
本
町
の

旧
ま
る
た
け
食
堂
横
か
ら
ツ
ル
ハ

横
ま
で
の
町
道
本
町
一
号
線
の
拡

幅
改
良
事
業
に
着
手
し
て
ま
い
り

フ
レ
ッ
ト
作
成
事
業
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
の
大
き
な
観
光
資

源
の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま
す
長
万
部

温
泉
の
温
泉
井
維
持
管
理
事
業
に

助
成
し
、
温
泉
施
設
の
安
全
と
安

定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
本
町
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
で
あ
り
ま
す
「
お
し
ゃ
ま
ん
べ

毛
が
に
ま
つ
り
」
に
助
成
し
、
地

域
特
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行

い
、
町
内
外
の
各
団
体
と
の
連
携

を
強
め
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、

観
光
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
さ

ら
な
る
観
光
振
興
・
地
域
振
興
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
地
方
創
生
先
行
事
業
と

し
て
実
施
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

本
定
例
会
に
補
正
予
算
を
提
案
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　
全
国
的
に
雇
用
情
勢
は
回
復
基

調
に
あ
る
も
の
の
、
北
海
道
は
他

地
域
と
の
比
較
で
は
回
復
の
遅
れ

が
指
摘
さ
れ
、
未
だ
に
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　
本
町
と
し
て
は
、
さ
ら
な
る
雇

用
の
維
持
、
安
定
に
努
め
る
た
め
、

渡
島
檜
山
北
部
通
年
雇
用
促
進
支

援
協
議
会
等
関
係
機
関
と
連
携
を

密
に
し
、
求
人
情
報
や
各
種
講
習

会
の
周
知
を
進
め
る
と
と
も
に
、

国
や
道
の
各
種
事
業
等
を
活
用
し

て
、
雇
用
の
確
保
を
積
極
的
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

れ
て
お
り
ま
す
。

　
水
洗
化
件
数
は
、
平
成
二
十
七

年
一
月
末
現
在
、
供
用
開
始
区
域

内
人
口
四
千
四
十
四
人
に
対
し
、

下
水
道
接
続
人
口
は
二
千
九
百
十

六
人
で
、
水
洗
化
率
七
十
二
・
一

％
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
快
適

な
生
活
環
境
づ
く
り
に
向
け
、
水

洗
化
の
普
及
促
進
に
努
め
、
自
主

財
源
の
適
正
な
確
保
と
経
営
の
効

率
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
度
の
主
な
建
設

工
事
は
、
終
末
処
理
場
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
く
更
新
工
事
の
終
末

処
理
場
管
理
棟
・
Ｏ
Ｄ
棟
の
ド
ア

及
び
蓋
交
換
工
事
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
平
成
二
十
六
年
度
の
経
営
状
況

は
、
熱
量
変
更
事
業
に
よ
る
繰
延

勘
定
償
却
費
の
費
用
を
計
上
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
単
年
度
収
支
で

赤
字
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
未
利
用
分
天
然
ガ
ス
の

有
効
利
用
と
し
て
の
天
然
ガ
ス
コ

ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
置
工
事

は
、
一
月
三
十
日
に
完
了
し
、
こ

の
設
備
に
よ
り
二
十
五
鯵
二
台
で

発
電
し
た
電
力
は
天
然
ガ
ス
事
業

所
施
設
内
の
電
力
に
利
用
し
、
廃

熱
に
つ
い
て
は
温
泉
水
を
加
温
し

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
供
給
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
度
の
主
な
事
業

と
し
て
、
経
年
管
対
策
事
業
で
あ

る
ガ
ス
本
支
管
改
良
工
事
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
収
益
は
、
熱
量
変
更
事
業
の
繰
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興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興

労

政

関

係

興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興

消
費
生
活
相
談
関
係

興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興

建

設

事

業
興興興興興
興興興興興
興興興興興
興興興興興
興興興興興
興興興興興
興興興興興
興興興興興
興興興興興
興興興興興
興興興興興
興興興興興
興興興興興

公

園

事

業

興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興

公
共
下
水
道
事
業

興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興

ガ

ス

事

業
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み
よ
い
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　
火
災
予
防
で
は
、
防
火
対
象

物
の
防
火
査
察
に
よ
り
違
反
是
正

を
徹
底
し
、
消
防
本
部
と
消
防
団

が
連
携
し
、
火
災
予
防
の
街
頭
啓

発
や
高
齢
者
を
含
む
災
害
弱
者
の

個
別
防
火
診
断
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
促
進
な
ど
、
火
災
を

未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
危
険
物
に
よ
る
火
災
や

流
出
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
危
険
物

を
貯
蔵
又
は
取
り
扱
う
施
設
へ
の

立
入
検
査
を
行
い
事
故
防
止
を
徹

底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
救
急
業
務
で
は
、
救
命
処
置
の

高
度
化
、
処
置
範
囲
の
拡
大
に
対

応
す
る
た
め
、
救
急
救
命
士
を
医

療
研
修
機
関
に
派
遣
し
認
定
資
格

を
修
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
校

や
福
祉
施
設
の
職
員
、
一
般
住
民

に
対
し
て
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い

を
含
め
た
救
急
講
習
を
定
期
的
に

開
催
し
、
応
急
手
当
の
普
及
啓
発

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
二
月
十
六
日
の
道
南
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
就
航
に
よ
り
広
域
救
急
医
療

体
制
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

後
も
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
有
効
活
用

す
る
と
と
も
に
、
医
療
機
関
と
連

携
し
救
命
率
の
向
上
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
消
防
団
に
つ
い
て
は
、
平
成
二

十
七
年
度
よ
り
大
規
模
火
災
や
災

害
時
に
特
定
の
任
務
の
み
に
特
化

し
た
消
防
団
活
動
を
行
う
機
能
別

消
防
団
員
を
導
入
し
、
消
防
力
の

充
実
強
化
を
図
り
、
引
き
続
き
、

消
防
団
活
性
化
対
策
事
業
を
推
進

し
、
消
防
団
員
の
入
団
促
進
、
消

防
資
機
材
の
整
備
、
安
全
管
理
及

び
教
育
訓
練
の
充
実
を
推
進
し
て

　
平
成
二
十
七
年
度
の
診
療
体
制

は
、
内
科
医
師
二
名
、
外
科
医
師

一
名
の
常
勤
医
師
三
名
に
よ
る
診

療
と
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
の
北

大
小
児
科
か
ら
の
医
師
一
名
の
派

遣
に
よ
る
小
児
科
診
療
と
な
り
ま

す
。
　
土
曜
日
・
日
曜
日
に
つ
い
て
は

北
大
第
一
外
科
よ
り
宿
日
直
の
医

師
派
遣
を
頂
き
な
が
ら
診
療
体
制

を
整
え
て
参
り
ま
す
。

　
函
館
の
吉
田
眼
科
病
院
に
よ
る

眼
科
診
療
は
医
師
の
派
遣
が
難
し

く
な
っ
た
た
め
四
月
か
ら
当
分
の

間
休
診
と
な
り
ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
ご
不

便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
早

期
の
再
開
に
向
け
努
力
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
体
制
の
維
持
強
化
に

努
め
、
訪
問
診
療
や
健
康
診
断
・

各
種
検
診
及
び
予
防
接
種
等
の
充

実
を
図
り
な
が
ら
、
職
員
一
丸
と

な
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
信
頼
さ

れ
る
病
院
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
災
害
の
多
種
多
様
化
、
大
規
模

化
に
対
応
す
る
た
め
、
迅
速
な
消

防
活
動
と
消
防
体
制
の
充
実
強
化
、

消
防
施
設
の
整
備
に
努
め
、
住
民

が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住

延
勘
定
償
却
費
を
計
上
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
単
年
度
収
支
で
赤
字

の
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ガ
ス
料
金
は
、
主
原
料
の
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
輸
入
価
格
の
変
動
に
よ

り
、
平
均
原
料
価
格
が
ガ
ス
供
給

条
例
で
定
め
て
い
る
基
準
平
均
原

料
価
格
と
比
較
し
、
変
動
が
あ
っ

た
場
合
に
、
料
金
の
単
位
料
金
単

価
を
調
整
す
る
原
料
費
調
整
制
度

が
導
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
に
よ
り
、
平
成
二
十

七
年
度
も
引
き
続
き
、
毎
月
の
料

金
を
調
整
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ガ
ス
事
業
は
、
今
後
も
厳
し
い

経
営
環
境
で
は
あ
り
ま
す
が
、
保

安
の
確
保
と
安
全
性
の
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
健
全
な
経
営
を

図
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
二
十
六
年
度
は
、
給
水
件

数
、
給
水
量
と
も
に
一
月
末
現
在

で
、
前
年
度
よ
り
下
回
り
ま
し
た

が
、
経
費
の
節
減
に
よ
り
、
単
年

度
収
支
で
黒
字
が
見
込
ま
れ
て
お

り
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
度
は
、
主
な
事

業
と
し
て
水
道
管
移
設
工
事
の
費

用
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
収
益
は
、
給
水
件
数
等
の
減
に

よ
り
、
給
水
収
益
の
増
加
が
見
込

め
な
い
こ
と
か
ら
、
単
年
度
収
支

で
赤
字
の
見
込
み
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
水
道
事
業
は
、
今
後
と
も
経
費

の
節
減
を
図
り
効
率
的
な
事
業
運

営
を
実
施
し
、
安
全
な
水
の
安
定

供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
い
り
ま
す
。

　
消
防
・
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
シ

ス
テ
ム
整
備
事
業
は
、
機
器
据
付

工
事
が
概
ね
完
了
し
、
現
在
、
作

動
試
験
及
び
機
器
の
調
整
を
行
っ

て
お
り
、
検
査
検
収
や
操
作
研
修

を
実
施
後
、
デ
ジ
タ
ル
無
線
シ
ス

テ
ム
の
運
用
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
静
狩
小
学
校
校
舎
改
築
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
六
年
度
予
算
で

改
築
に
向
け
た
基
本
設
計
委
託
を

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
地
域

の
保
護
者
数
名
は
児
童
の
長
万
部

小
学
校
へ
の
就
学
を
希
望
し
て
い

る
と
の
情
報
を
得
た
こ
と
か
ら
、

就
学
・
未
就
学
児
童
全
世
帯
を
対

象
に
意
向
調
査
等
を
実
施
し
た
結

果
、
今
後
の
在
学
児
童
数
の
推
計

は
、
数
年
後
に
は
極
め
て
減
少
す

る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
静
狩
小
学
校
校
舎
改
築

に
つ
い
て
は
、
意
向
調
査
結
果
を

地
域
の
方
々
に
説
明
し
、
最
終
的

な
判
断
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興

水

道

事

業

興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興

町
立
病
院
事
業

興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興

消

防

関

係

興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興
興興興興興興

教

育

関

係
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変
化
の
激
し
い
社
会
の
中
に

あ
っ
て
、
子
供
た
ち
一
人
一
人
に

は
、
新
し
い
時
代
を
積
極
的
に
切

り
拓
く
能
力
や
社
会
の
一
員
と
し

て
共
に
支
え
合
う
心
を
育
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
教
育

行
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
善
悪
の

判
断
を
身
に
つ
け
、
自
ら
主
体
的

に
考
え
行
動
し
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き

る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
、
学

校
種
間
の
連
携
の
輪
を
広
げ
る
と

と
も
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
相

互
の
連
携
を
図
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

教
育
力
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
長
万
部
町
教
育
連
携
会
議
は
、

小
中
高
等
学
校
教
諭
が
教
科
や
分

掌
ご
と
の
情
報
交
換
や
教
科
間
で

の
授
業
視
察
を
通
じ
て
、
各
学
校

間
の
連
携
強
化
や
授
業
の
指
導
技

術
等
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

合
同
講
演
会
や
英
語
検
定
な
ど
各

種
検
定
の
実
施
も
継
続
し
て
進
め

て
参
り
ま
す
。

　
長
万
部
高
等
学
校
が
行
う
就
職

対
策
講
座
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

も
引
き
続
き
講
師
派
遣
費
用
の
補

助
を
実
施
し
、
基
礎
力
・
対
応
力

が
養
え
る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も

に
、
制
服
購
入
費
補
助
、
通
学
費

補
助
、
国
公
立
大
学
及
び
東
京
理

科
大
学
へ
の
進
学
を
支
援
す
る
奨

学
金
の
給
付
・
貸
付
も
継
続
し
て

進
め
て
参
り
ま
す
。

　
学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
随
時
、

安
全
性
の
点
検
・
確
認
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
適
切
な
管
理
・
修

繕
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、

生
活
様
式
の
変
化
や
使
用
時
の
利

便
性
向
上
を
目
的
と
し
て
、
長
万

部
中
学
校
ト
イ
レ
の
一
部
洋
式
化

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
通
学
路
の
交
通
安
全
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
本
年
２
月
に
長
万
部

町
青
少
年
健
全
育
成
推
進
協
議
会

に
教
育
委
員
会
、
学
校
、
警
察
、

道
路
管
理
者
等
で
構
成
し
た
「
通

学
路
等
安
全
対
策
部
会
」
が
新
た

に
設
置
さ
れ
、
主
要
通
学
路
の

「
合
同
点
検
」
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
冬
季
・
夏
季

の
通
学
路
合
同
点
検
を
実
施
し
、

通
学
路
の
安
全
確
保
に
向
け
た
着

実
か
つ
効
果
的
な
取
り
組
み
を
継

続
的
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
実
施
し

て
参
り
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、

個
別
の
教
育
支
援
計
画
の
策
定
・

活
用
を
進
め
、
特
別
支
援
学
級
に

お
け
る
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

「
通
常
の
学
級
に
在
籍
し
て
い
る

特
別
な
支
援
を
要
す
る
児
童
」
に

対
す
る
支
援
を
行
う
た
め
、
引
き

続
き
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を

配
置
し
支
援
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
児
童
生
徒
の
就
学
指
導
に

つ
い
て
は
、
学
校
教
育
法
施
行
令

の
改
正
を
受
け
、
長
万
部
町
就
学

指
導
委
員
会
の
体
制
を
整
備
し
、

小
学
校
就
学
前
か
ら
中
学
校
卒
業

ま
で
の
連
続
し
た
連
携
や
障
害
の

状
態
を
踏
ま
え
た
総
合
的
な
観
点

か
ら
就
学
先
を
決
定
で
き
る
よ
う

進
め
て
参
り
ま
す
。

　
児
童
生
徒
の
「
い
じ
め
・
不
登

校
」
は
、
依
然
と
し
て
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
い

じ
め
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

「
長
万
部
町
い
じ
め
防
止
条
例
」

を
制
定
し
、
い
じ
め
防
止
対
策
推

進
法
に
基
づ
き
各
学
校
に
設
置
さ

れ
て
い
る
「
い
じ
め
防
止
等
の
対

策
の
た
め
の
組
織
」
の
更
な
る
強

化
・
充
実
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
　

ま
た
、
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し

て
は
、
学
校
適
応
指
導
専
門
員
を

配
置
す
る
と
と
も
に
、
自
立
支
援

や
不
安
解
消
、
相
談
活
動
な
ど
を

行
う
「
や
す
ら
ぎ
学
級
」
を
必
要

に
応
じ
て
開
設
す
る
な
ど
の
対
応

の
ほ
か
、
個
別
の
事
案
に
応
じ
た

「
ケ
ー
ス
検
討
会
」
を
開
催
し
、

支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒
や
家
庭

内
で
の
状
況
等
を
学
校
、
関
係
機

関
・
関
係
部
署
が
情
報
共
有
・
連

携
し
、
効
果
的
に
支
援
で
き
る
よ

の
主
な
施
策
に
つ
い
て
、
分
野
ご

と
に
申
し
上
げ
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、「
す

べ
て
は
子
供
た
ち
の
た
め
に
」
と

い
う
思
い
を
共
有
し
て
、
学
校
と

家
庭
、
地
域
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
と
責
任
を
果
た
し
、
児
童

生
徒
一
人
一
人
の
「
生
き
る
力
」

の
育
成
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　
幼
稚
園
、
保
育
所
か
ら
大
学
ま

で
あ
る
教
育
機
関
が
、
教
育
力
を

相
互
に
活
用
し
高
め
合
う
こ
と
を

目
指
し
て
、
連
携
の
場
の
拡
大
や

内
容
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
本
年
四
月
に
実
施
さ
れ
る
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
、
小
学

校
六
年
生
と
中
学
校
三
年
生
を
対

象
と
し
、
従
来
実
施
の
国
語
、
算

数
・
数
学
の
ほ
か
に
、
理
科
も
実

施
教
科
と
な
り
ま
す
。
本
調
査
に

つ
い
て
は
、
全
国
体
力
・
運
動
能

力
、
運
動
習
慣
等
調
査
と
と
も
に

引
き
続
き
結
果
を
公
表
し
、
各
学

校
が
基
礎
学
力
の
確
実
な
定
着
を

目
指
し
、
家
庭
学
習
の
定
着
や
読

書
活
動
の
充
実
に
つ
い
て
保
護
者

へ
の
啓
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、

体
力
や
生
活
習
慣
、
食
習
慣
、
運

動
習
慣
を
把
握
し
、
各
学
校
に
お

け
る
体
育
・
健
康
に
関
す
る
指
導

な
ど
の
改
善
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
小
学
校
に
お
け
る
外
国
語
活
動

や
中
学
校
の
英
語
教
育
に
お
け
る

外
国
語
指
導
助
手
の
派
遣
に
つ
い

て
は
、
渡
島
教
育
局
に
よ
る
英
語

指
導
助
手
派
遣
事
業
を
活
用
す
る

と
と
も
に
、
東
京
理
科
大
学
と
連

携
し
、
外
国
人
英
語
講
師
の
協
力

う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
第
三
次
長
万
部
町
ま
ち

づ
く
り
総
合
計
画
が
平
成
二
十
三

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、

『
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
「
お
し
ゃ

ま
ん
べ
」
～
輝
く
ふ
れ
あ
い
の
郷

土
、
協
働
・
教
育
の
ま
ち
～
』
の

実
現
を
目
指
し
て
、
教
育
行
政
に

お
き
ま
し
て
も
、
心
豊
か
な
人
と

文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
参
り
ま
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
、

ふ
る
さ
と
長
万
部
町
の
自
然
や
歴

史
、
文
化
を
学
び
、
世
代
を
こ
え

て
ス
ポ
ー
ツ
を
共
に
楽
し
む
場
や

機
会
の
充
実
を
図
り
、
自
立
・
共

生
の
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
参
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度

平成２７年度

教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執執行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方教育行政執行方針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針
　平成２７年第１回長万部町議会定例会の開会にあたり、

長万部町教育委員会が所管する教育行政の執行方針に

ついて、鈴木祐司教育長がその大綱を表明しました。

学
校
教
育
に
つ
い
て

は
じ
め
に
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学
校
給
食
は
食
育
に
お
け
る

「
生
き
た
教
材
」
と
し
て
子
供
た

ち
の
食
生
活
に
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
ま
す
。

　
小
中
学
校
に
お
い
て
の
食
育
推

進
は
、
各
学
校
ご
と
に
食
育
計
画

を
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
栄
養

教
諭
が
中
核
と
な
り
食
育
授
業
を

実
践
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の

連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、

「
ぱ
っ
く
ん
た
い
む
」
や
学
校
で

の
試
食
会
な
ど
に
よ
り
、
保
護
者

の
方
々
に
給
食
を
通
し
て
食
育
に

つ
い
て
の
広
報
活
動
な
ど
も
継
続

実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　「
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
給

食
」
を
実
践
す
る
た
め
に
、「
学
校

給
食
施
設
の
衛
生
管
理
基
準
」
に

基
づ
く
調
理
作
業
の
実
践
、
食
材

調
達
に
お
け
る
産
地
・
鮮
度
の
確

認
を
厳
格
化
す
る
と
と
も
に
、
老

朽
化
し
た
施
設
及
び
機
械
設
備
に

つ
い
て
は
、
年
次
計
画
を
作
成
し

機
械
設
備
の
更
新
や
補
修
等
を
行

い
、
衛
生
管
理
基
準
に
対
応
し
た

調
理
環
境
の
整
備
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

　
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
劣
化
が

進
ん
で
お
り
故
障
し
た
場
合
、
給

食
の
提
供
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

か
ら
、
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
の
更
新
を

行
い
ま
す
。

　
給
食
業
務
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

食
材
の
原
材
料
高
騰
や
消
費
税
増

税
に
よ
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
下

に
あ
り
ま
す
が
、
不
足
分
に
つ
い

て
は
町
費
で
補
填
を
し
な
が
ら
、

今
後
も
原
材
料
価
格
の
動
向
を
見

極
め
、
給
食
費
の
適
正
単
価
の
検

討
も
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
給
食
材
料
購
入
費
で
あ
る
給
食

費
の
未
納
問
題
は
全
国
的
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
給
食

費
の
未
納
滞
納
解
消
に
つ
い
て
は
、

未
納
者
へ
の
通
知
や
訪
問
、
電
話

等
に
よ
る
督
促
の
ほ
か
、
児
童
手

当
か
ら
の
特
別
徴
収
も
実
施
し
て

お
り
学
校
関
係
者
及
び
債
権
管
理

委
員
会
と
連
携
し
、
一
層
の
滞
納

解
消
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
多
様
で
高
度
な
学
習
機
会
や
学

習
情
報
の
提
供
、
更
に
指
導
者
の

育
成
な
ど
、
総
合
的
な
生
涯
学
習

推
進
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、「
第
三
次
長
万
部
町
生
涯

学
習
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
人

づ
く
り
や
町
づ
く
り
の
た
め
の
生

涯
学
習
の
推
進
を
目
指
し
た
社
会

教
育
活
動
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
青
少
年
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
生
き
方
に
応
じ
た
学
習

機
会
の
要
望
が
高
ま
っ
て
き
て
お

り
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
幅

広
い
学
習
活
動
や
体
験
活
動
の
拡

充
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
の
自
助
や
互
助
の

精
神
を
培
う
よ
う
、
多
様
で
高
度

な
学
習
活
動
の
充
実
、
地
域
活
動

へ
の
参
画
や
自
発
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
促
進
、
団
体
・
サ
ー
ク

ル
の
結
成
や
活
動
へ
の
支
援
に
努

め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
様
々
な
教
育
活
動
や

教
育
環
境
の
整
備
充
実
に
「
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
派
遣
し
、

地
域
教
育
力
の
向
上
を
目
指
す
と

と
も
に
、「
パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
に
よ
る
登
下
校
時
の
見

守
活
動
や
「
あ
い
さ
つ
・
声
か
け

運
動
」
を
奨
励
し
、
家
庭
・
学
校
・

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
事
件
・
事

故
の
未
然
防
止
に
取
り
組
む
な
ど
、

青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
社
会
や
家
庭
の
環

境
が
変
化
し
、
住
民
の
地
域
社
会

の
一
員
と
し
て
の
意
識
や
、
連
帯

感
が
希
薄
化
し
つ
つ
あ
る
状
況
を

踏
ま
え
、
社
会
教
育
全
般
に
わ
た

る
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か

ら
社
会
教
育
関
係
団
体
や
社
会
教

育
委
員
等
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
参
加
者
の
ニ
ー
ズ
を
基
本
に

お
き
精
査
、
見
直
し
等
を
行
っ
て

参
り
ま
す
。

　
社
会
教
育
施
設
全
般
に
わ
た
る

経
年
劣
化
に
つ
い
て
は
補
修
等
を

進
め
利
用
者
が
安
全
で
安
心
し
て

利
用
で
き
る
施
設
の
整
備
を
進
め
、

環
境
の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
心
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
人
生
を

創
造
で
き
る
よ
う
芸
術
・
文
化
に

親
し
む
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
貴
重
な
自
然
や
優
れ
た
文
化

を
学
び
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
す

場
を
設
け
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま

す
。
　
特
に
、
長
万
部
町
を
学
ぶ
学
習

機
会
と
し
て
、
地
域
の
歴
史
を
後

世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い

に
「
ふ
る
さ
と
発
見
講
座
」
を
開

催
し
、
長
万
部
町
の
過
去
・
現
在
・

未
来
を
考
え
、
地
域
文
化
活
動
の

振
興
・
充
実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
優
れ
た
舞
台
芸
術
鑑
賞

の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
関
係

文
化
団
体
と
連
携
し
実
施
し
て
参

り
ま
す
。

　
図
書
館
で
は
、
電
算
化
の
運
用

が
図
ら
れ
、
よ
り
き
め
細
や
か
で

迅
速
か
つ
、
適
確
な
サ
ー
ビ
ス
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
管
理
面
で
は

昨
年
か
ら
、
定
期
的
に
図
書
整
理

日
を
設
け
、
蔵
書
管
理
や
シ
ス
テ

ム
の
点
検
、
整
備
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
更
な
る
質
の
高
い
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
豊
か
な
情
操
を
育
む
た

め
、
幼
稚
園
・
保
育
所
、
学
校
、

地
域
と
連
携
し
た
子
ど
も
読
書
活

動
の
普
及
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
特
に
、
幼
児
期
か
ら
の
読
書
習

慣
の
形
成
を
図
る
う
え
か
ら
読
み

聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
や
、
関
係
機
関

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

読
書
環
境
の
整
備
の
拡
充
に
努
め

る
と
と
も
に
、
地
域
に
開
か
れ
た

積
極
的
な
図
書
館
活
動
を
展
開
す

る
た
め
に
、
移
動
図
書
館
車
の
定

期
巡
回
、
地
域
文
庫
、
出
前
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
。

　
文
化
財
等
の
保
護
活
動
に
つ
い

て
は
、
国
指
定
の
史
跡
、
道
指
定

の
天
然
記
念
物
、
埋
蔵
文
化
財
、

静
狩
湿
原
に
自
生
す
る
貴
重
な
植

物
等
の
状
態
を
確
認
す
る
た
め
、

定
期
的
に
巡
視
を
行
い
、
保
存
・

保
護
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ま
ち
の
歴
史
や
文
化
を

知
る
う
え
で
重
要
と
思
わ
れ
る
郷

土
資
料
等
を
調
査
し
、
特
に
文
化

財
調
査
委
員
等
、
関
係
専
門
機
関

と
連
携
を
密
に
し
、
更
な
る
町
指

定
文
化
財
へ
の
指
定
を
行
い
、
町

ぐ
る
み
で
文
化
財
を
守
っ
て
い
く

体
制
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま

す
。
　
さ
ら
に
、
平
和
祈
念
館
、
植
木

蒼
悦
記
念
館
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に

展
示
し
て
い
る
美
術
品
や
ア
イ
ヌ

文
化
、
考
古
学
、
鉄
道
に
関
す
る

資
料
は
、
町
の
貴
重
な
観
光
資
源

で
も
あ
り
、
資
料
の
整
理
に
努
め
、

学
校
教
育
を
は
じ
め
町
内
外
の
見

学
者
に
対
し
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て

参
り
ま
す
。

　
町
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

に
参
加
す
る
こ
と
の
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

「
町
民
ふ
れ
あ
い
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
や
「
冬
の
レ
ク
ス
ポ
ー
ツ
祭

典
」
等
に
お
い
て
各
学
校
種
間
と

の
連
携
を
図
る
な
ど
、
幅
広
い
世

代
間
と
の
交
流
を
推
進
し
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
定
着
に
努
め

て
参
り
ま
す
。　
　
　
　
　

　
ま
た
、
体
育
団
体
・
サ
ー
ク
ル

等
の
主
催
す
る
競
技
会
や
各
種
大

会
を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も

に
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
支
援
を
強

化
・
促
進
す
る
た
め
、
安
全
・
安

心
、
か
つ
快
適
に
利
用
で
き
る
よ

う
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
に
も

努
め
て
参
り
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
い
て

文
化
財
等
に
つ
い
て

文
化
活
動
の
振
興
に

つ
い
て

健
康
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
つ
い
て

学
校
給
食
に
つ
い
て
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◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　（
第
十
五
号
）（
専
決
処
分
）

　
平
成
二
十
六
年
度
一
般
会
計
予

算
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
百
五

十
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額

四
十
七
億
四
万
五
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

◆
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
従
来
の

委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化
し
た

新
た
な
教
育
長
が
設
置
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
関
係
条
例
の
整
理
に
関

す
る
条
例
を
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
長
万
部
町
指
定
介
護
予
防
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
の

基
準
等
に
関
す
る
条
例

　
地
方
分
権
一
括
法
に
よ
り
、
介

護
保
険
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の

人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護

予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
こ
と
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
条
例

を
定
め
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
介
護
予
防
支
援
事
業
は
、

従
前
と
変
わ
る
こ
と
な
く
実
施
さ

れ
ま
す
。

◆
長
万
部
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
包
括
的
支
援
事
業
の
実

施
に
係
る
基
準
等
に
関
す
る
条

例
　
地
方
分
権
一
括
法
に
よ
り
、
介

護
保
険
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

包
括
的
支
援
事
業
を
実
施
す
る
た

め
に
必
要
な
基
準
を
定
め
る
こ
と

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
条

例
を
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
長
万
部
町
課
制
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
住
民
に
対
し
、
わ
か
り
や
す
い

窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
共

に
、
的
確
な
業
務
体
制
と
効
率
化

を
は
か
る
た
め
、
課
名
を
改
め
る

も
の
で
す
。

◆
長
万
部
町
行
政
手
続
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
行
政
手
続
法
の
改
正
の
趣
旨
に

の
っ
と
り
、
同
法
で
新
た
に
規
定

さ
れ
た
行
政
指
導
を
す
る
際
の
許

認
可
等
の
権
限
根
拠
の
明
示
、
行

政
指
導
の
中
止
等
の
求
め
及
び
処

分
等
の
求
め
の
手
続
規
定
の
追
加
、

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

◆
町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
教
育
長
の
給
料
額
及
び
旅
費
額

並
び
に
そ
の
支
給
方
法
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
平
成
二
十
七
年
度
に
限
り
、
給

料
月
額
を
町
長
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
、

副
町
長
が
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
教
育

長
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
減
額
さ
れ
る

も
の
で
す
。

◆
長
万
部
町
高
齢
者
生
活
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
運
営
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

増
改
築
時
に
二
人
部
屋
の
一
つ
を

区
切
っ
て
一
人
部
屋
を
二
つ
作
成

し
、
そ
の
う
ち
一
つ
を
長
愛
会
が

短
期
利
用
と
し
て
運
営
し
て
お
り
、

町
が
委
託
し
て
い
る
高
齢
者
生
活

福
祉
セ
ン
タ
ー
と
明
確
に
区
別
す

る
た
め
、
利
用
定
員
を
変
更
し
、

ま
た
、
高
齢
者
の
生
活
も
多
様
化

し
て
き
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、

条
例
内
容
を
整
理
す
る
も
の
で
す
。

◆
長
万
部
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
二
十
九

年
度
ま
で
の
介
護
保
険
料
率
の
設

定
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
等
に
つ
い
て
、
平
成
二

十
七
年
四
月
か
ら
の
実
施
の
猶
予

を
規
定
し
、
ま
た
、
介
護
保
険
法

の
改
正
に
よ
る
条
項
移
動
等
に
伴

う
文
言
の
整
理
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
長
万
部
町
指
定
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
よ

り
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基

準
等
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、
必
要

な
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
長
万
部
町
指
定
地
域
密
着
型
介

　平成27年第1回町議会定例会が、3月5日に開会され、
13日に閉会しました。
　この町議会定例会では、木幡町長が平成27年度町政執
行方針の表明と予算案を説明しました。その後、一般質
問のほか、条例の制定や一部改正、新年度各会計の予算な
ど、承認1件、議案29件、同意1件について審議しました。
　おもな内容については、次のとおりです。

第第第第第第第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１１１１１１１回回回回回回回回回回回回回回回回町町町町町町町町町町町町町町町町議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会定定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例例第１回町議会定例会会会会会会会会会会会会会会会会会

2015.3.10　開会
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護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
よ

り
、
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
の
基
準
等
が
改
正
さ
れ
た
た

め
、
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

◆
長
万
部
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
関
す
る
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

　
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

今
後
さ
ら
な
る
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
機
能
強
化
が
規
定
さ
れ
、

従
来
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

で
担
う
こ
と
と
さ
れ
て
き
た
総
合

的
な
相
談
業
務
及
び
関
係
機
関
と

の
連
絡
調
整
な
ど
は
、
現
在
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
一
元
化

さ
れ
て
お
り
、
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
の
役
割
が
終
了
し
た
た
め
、

当
該
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（

第
十
六
号
）

　
平
成
二
十
六
年
度
一
般
会
計
予

算
の
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
千
百
三

十
五
万
七
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
四
十
六
億
八
千
八
百
六
十
八

万
八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
二
十
六
年
度
長
万
部
町
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
　
　
　
　
　
　（
第
一
号
）

　
平
成
二
十
六
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算
の
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
七
百
万
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
一
億
二
百
五
十
四
万
八

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
　
　
　
　
　
　（
第
三
号
）

　
平
成
二
十
六
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
の
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
千
七
百
五
十
六
万
六
千
円

を
減
額
し
、
予
算
総
額
九
億
五
千

八
百
六
十
五
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
四
号
）

　
平
成
二
十
六
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算
の
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
千
百
十
八
万
八
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
七
億
千
七
百
九
十
万
六

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
　
　
　
　
　（
第
二
号
）

　
平
成
二
十
六
年
度
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算
の
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
四
百
二
十
七
万
七
千
円

を
減
額
し
、
予
算
総
額
三
億
千
七

百
四
十
四
万
四
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

◆
ガ
ス
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）

　
平
成
二
十
六
年
度
ガ
ス
事
業
会

計
の
収
益
的
支
出
を
三
十
二
万
二

千
円
減
額
し
、
収
益
的
支
出
の
予

算
総
額
一
億
八
千
九
百
二
万
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
資
本
的
収
入
は
十
万
円

を
減
額
し
、
資
本
的
収
入
の
予
算

総
額
三
千
五
百
九
十
万
円
、
資
本

的
支
出
は
、
三
万
六
千
円
を
減
額

し
、
資
本
的
支
出
の
予
算
総
額
四

千
三
百
八
十
九
万
八
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

◆
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）

　
平
成
二
十
六
年
度
水
道
事
業
会

計
の
収
益
的
支
出
を
四
百
五
十
五

万
円
減
額
し
、
収
益
的
支
出
の
予

算
総
額
一
億
六
千
九
百
七
十
三
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
三
号
）

　
平
成
二
十
六
年
度
病
院
事
業
会

計
の
収
益
的
収
入
を
千
八
百
二
十

七
万
二
千
円
減
額
し
、
収
益
的
収

入
の
予
算
総
額
六
億
五
千
七
百
三

十
七
万
八
千
円
、
収
益
的
支
出
を

二
千
九
十
六
万
七
千
円
減
額
し
、

収
益
的
支
出
の
予
算
総
額
六
億
五

千
六
百
五
十
一
万
四
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
資
本
的
支
出
に
八
百
九

十
万
五
千
円
が
追
加
さ
れ
、
資
本

的
支
出
の
予
算
総
額
千
百
三
十
一

万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（

第
十
七
号
）

　
平
成
二
十
六
年
度
一
般
会
計
予

算
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
百

六
十
四
万
四
千
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
総
額
四
十
七
億
千
三
十
三
万

二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
長
万
部
町
監
査
委
員
の
選
任
同

意
に
つ
い
て

　
北
口
義
昭
氏
の
選
任
に
同
意
。

きききききききききききききききききききききききききききききれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいななななななななななななななななななななななななななななな水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水ををををををををををををををををををををををををををををを未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそうううううううううううううううううううううううううううううきれいな水を未来へ渡そう！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
　町では、快適な生活環境をつくり、美しい自
然を次の世代に伝えていくため、下水道の整備
を進めています。

　排水設備の設置・改造
　下水道の供用（使用）開始となった区域では、くみ取り便所を水洗式に

改造し、台所や風呂などの汚水を流すための排水設備を設置する工事、ま

たは既設のし尿浄化槽を廃止し、排水設備を設置する工事を行わなければ

なりません。

　排水の整備についてのお願い
　家庭内から出る排水を側溝等に流すことにより、これから暑くなってき

ますと臭いや蚊の発生源となります。

　公共下水道への接続は、台所や風呂等からの排水だけを先に接続できま

すので、排水設備の整備にご協力をお願いいたします。

お問い合わせ先 水　道　ガ　ス　課（緯2－2862）
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７,000万円でスタート！ 
　今年のまちの台所といえる予算は、一般会計が

４０億７０００万円で、前年度に比較し１億７，７００万円

の減となりました。

　特別会計を含めた総額は、７４億２，６２１万５千円

となります。

　新年度の予算編成にあたっては、引き続き、行

財政改革に取り組み、税財源確保はもとより財源

を最大限有効に活用するとの観点から、予算全体

を精査し、各種の計画に則り、産業の振興、福祉、

教育、観光のまちづくりなど、諸施策にわたり可

能な限り予算編成をいたしました。

歳 入 の 状 況
（単位：千円）

町 税 の 内 訳
構 成 比予 算 額税　　　目

４２．８２１８，４８３町 民 税

４２．９２１９，０００固定資産税

１．５７，７００軽自動車税

１２．１６２，０００町たばこ税

０．７３，６００入 湯 税

１００．０５１０，７８３合　　計

千円 　％

※特別会計の資本的会計等を掲載していないので、記載の一般会計と特別会計の合計は総額と異なります。

（単位：千円）

下 水 道 会 計
＜歳　入＞

５７,４４０使用料及び手数料
２５４,７５０繰 入 金
２２,５１０諸 収 入
３３４,７００計

＜歳　出＞
１２９,４７０下 水 道 費
２０５,２３０公 債 費 外

３３４,７００計

～収益的収入・支出～病 院 事 業 会 計
＜収　入＞

４８０,３６１医 業 収 益
１７７,４６８医 業 外 収 益
６５７,８２９計

＜支　出＞
６５３,８１３医 業 費 用
２,０２６医 業 外 費 用
６５５,８３９計

～収益的収入・支出～ガ ス 事 業 会 計
＜収　入＞

１０４,５００営 業 収 益
１４,００３営 業 外 収 益
８０７特 別 利 益

１１９,３１０計

＜支　出＞
１２４,８７０事 業 費 用
６７,３５０営 業 外 費 用

１９２,２２０計

～収益的収入・支出～水 道 事 業 会 計
＜収　入＞

１５２,２３０営 業 収 益
１５,６１０営 業 外 収 益
１６７,８４０計

＜支　出＞
１４６,７７０営 業 費 用
２０,５５０営 業 外 費 用
１６７,３２０計

国 保 会 計
＜歳　入＞

１７４,６１０国民健康保険税
２６０,５２７国 庫 支 出 金
３０,４５９療養給付費等交付金
２１３,０００共同事業交付金
２１５,７００前期高齢者交付金
１３２,６９２そ の 他
１,０２６,９８８計

＜歳　出＞
６０２,０７１保 険 給 付 費
４０,０００介 護 納 付 金
２３４,０１７共同事業拠出金
１１９,０１０後期高齢者支援金等
３１,８９０そ の 他

１,０２６,９８８計

後期高齢者医療会計
＜歳　入＞

６７,１０６保 険 料
３６,６４９繰 入 金
１１９そ の 他

１０３,８７４計

＜歳　出＞
１０１,８９９広域連合納付金
１,７６５総 務 費
２１０そ の 他

１０３,８７４計

介護保険特別会計
＜歳　入＞

１８１,３５５支払基金交付金
１８３,３９２国 庫 支 出 金
１０５,１４５道 支 出 金
１２２,３５９繰 入 金
１２０,１１６保 険 料 外
７１２,３６７計

＜歳　出＞
６５０,５０９保 険 給 付 費
６１,８５８そ の 他

７１２,３６７計

特 別 会 計 予 算
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40億　
平成２７年度

一般会計予算

特
集
Ⅱ

歳 出 の 状 況
（単位：千円）

歳出の性質的目的
（単位：千円）

　決算額をわかりやすくするため、歳入の40億7,000万円を一般家庭に置き換えて圧縮し、
500万円としています。

合　計　額　　　　　　5,000,000円

まちの家計簿
平成２７年度予算を家計に例えると…

収 入 の 部
給　　　料 1,201,764円
　基　本　給　792,731円（町税／地方譲与税など）
　手　　　当　409,033円（国庫支出金／道支出金）

実家からの支援 2,764,128円
地方交付税

パート収入 297,403円
分担金及び負担金／使用料及び手数料／財産収入／諸収入

ローン収入 308,722円
町　債

預貯金の取り崩し 427,983円
繰入金

前年からの繰越金 0円
繰越金

支 出 の 部
生　活　費 3,010,228円
　食　　　費　1,106,841円　人件費
　光 熱 水 費　　508,561円　物件費
　保健医療費　　349,155円　扶助費
　仕送り・町内会費など
　　　　　　　1,045,671円　繰出金／負担金／補助金など

家の増改築や車などの大きな買い物
 1,248,032円
普通建設事業費／災害復旧事業費

ローンの返済 728,596円
公債費

預貯金・翌年への繰越金 13,144円
積立金／歳出余剰金
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● 議会事務局

● 消　　　防

議 事事務局長　岡部　　忠

出 納
出　　納　　室

　　　　　岡野喜美雄

庶 務

消 防 長　佐藤　英代

署　　長　中田　義之

予 防

警 防

救 急

４月１日付けで町職員の人事異動を行いましたので、行政機構図とあわせて職員を紹介します。

なお、今回の人事異動ではグループ制を廃止して係制とし、組織編成の見直しも行いました。

鈴　木　祐　司教 育 長

係　　名 主幹・係長・主査 係

係長　原田　操子　 中山　優大

学 校 教 育
教育次長　横井由紀子

社 会 教 育

学校給食センター
センター長梢兼 横井由紀子

土谷　憲秋

伊藤　敏也 工藤　幹典　三上　勇樹

室　　長
（兼）会計管理者

係長　増田　理恵　 佐々木脩人

● 教育委員会

主幹兼係長
　米代　　剛

小川麻衣子　小瀬　将史

主幹兼係長
　池田　　稔

嵯峨　友和　浜田　偉大　渡部真知子

主査　前田　和也　 （道職員　山家　恵）

青柳　邦夫
山下　健一　小山内美宏
小松　　稔　　　　　　

沼田　明宏

黒滝　法行
兼松　教和　中兼　孝信
相木　郁弥　日下部滉介

　

梢兼 沼田明宏
土橋　慶太　角田　勇次
渋川　侑史　平澤　淳規

　

主　幹 係　長 係

● 病院（係体制）

薬 局

内科医長　高島　　健

看護師長　後藤　　幸

　　　　　草刈　志穂

薬 局 長　田辺　知行

事 務 長　山田　　貢

放 射 線 科
臨床検査科

看 護 部

中央材料室
栄養管理科
庶 務 係
医 事 係

熊　谷　展　国院　 長 村　永　誠　一副院長

麹 刻克克克克克克克克克克克克克克克克克克克克克克克克克克克克克克克克克克克克

係長　田中　茂昭　 坂本　　譲

中村　修吾　戸室美代子　片倉　大輔

副看護師長　　　　
　浜野　孝子　　　
　伊藤　純香　　　

佐藤　敏子　田中　明美　河副　真樹
松井奈津子　長崎　勝恵　兼松小百合
佐藤　朋子　吾妻美佐子　松浪　祐子
安田　清美　水野　明子　小松　　愛
寺沢ひな子

萩原　　史

係長　工藤　貴司　 菅野　育美

係長　橋本　啓一　

主幹・係長・主査 係

（新採用）

（新採用）

● 山越郡衛生処理組合

庶務・財政事務事務局長梢併 中里　博也

（一部事務組合）

うちうらクリーンセンター
センター長　大内　　脩

梢併 原田　　宏　 岡島　貴幸

西川　淳一　虻川　竜二

主幹・係長・主査 係

（新採用）

（新採用）



17

管 理

水 道 ガ ス 課
課　　長　佐藤　　剛

上 下 水 道

ガ ス

総 務
総　　務　　課

課　　長　本前　武広
防 災 交 通

財 政

長万部町行政機構図
木　幡　正　志町　　長

河　内　能　宏副 町 長

（平成２７年４月１日現在）

係　　名

企 画

まちづくり新幹線課
課　　長　加藤　慶一

新 幹 線
都 市 計 画

福 祉

保 健 福 祉 課
課　　長　中森　　恵

保育所長　村上　勝子

介護障がい者支援

健 康 推 進

包 括 支 援

保 育

主幹・係長・主査 係

係長　佐藤　　久　
新保　明宣　梨木　陽介
大澤　貴文（道へ相互交流）

農 林産 業 振 興 課
課　　長　中山　裕幸 商工水産観光

管 理

建　　設　　課
課　　長　豊嶋　慎一

建 築 公 園
土 木
道 路 維 持

係長　田中　友彦　 梢兼 新保明宣　梢兼 梨木陽介

係長　田野　憲哉　
横井　孝二　長久保　望　長田恵理子
杉野　　匠

係長　小野　昌文　 小林　隆弘　三浦　安奈　梢兼 佐々木脩人

主幹兼係長
　大久保　圭介
　（道から相互交流）

　梢兼 金谷　英俊

梢兼 小林隆弘　梢兼 堀有希宏

税 務税　　務　　課
課　　長　近藤　英隆 債 権 回 収

係長　東谷　正志　
主査　北山　豊成　

鈴木　貴之　三浦　桂吾　高﨑　十真
梢兼 高林洋嗣

主幹兼係長
　対馬　政宏

高林　洋嗣

戸籍医療年金町　　民　　課
課　　長　中里　博也
参　　事　佐藤　　修 生 活 環 境

係長　佐藤　　敦　 小川　博樹　伊藤　　篤　岸　　友真

係長　原田　　宏　 種市　慎士　梢併 岡島貴幸

主幹兼係長
　逢見　祐二

長田　朋裕

主幹兼係長
　小川　　洋

小山内敏洋　田島　謙充　神　　有咲

係長　野澤　明子　
対馬さゆり　吉田友樹子　中村真季子
澤口　夏澄

係長　中森　厚子　 見原　直江

係長　松本喜恵子　
斉藤冨美子　篠田　朋子　千葉美智子
三原　範子　草階くり子　千葉　友香
加賀谷　愛　兼平　綾乃

農 地
農 業 委 員 会
事務局長梢併 中山　裕幸

係長　田中　　浩　 横手　宏匡　宇藤　貴章　佐藤　大典

係長　加藤　典明　 篠田　幸伸　澤田　拓哉

　梢兼 田中　　浩　　 梢兼 横手宏匡　梢兼 宇藤貴章　梢兼 佐藤大典

係長　神野　隆之　 外﨑　和彦　佐々木　学

係長　上野　　訓　

係長　金谷　英俊　 堀　有希宏

係長　平　　和則　 梢兼 佐々木学

係長　田中　俊和　 岡田　　幸　坪田　紘貴

係長　阿保　法彦　
主査　逢見　法人　

加藤　卓人

主幹兼係長
　藤井　弘道

広田　　栄　兒玉翔太郎

（新採用）

（新採用）

（新採用）

（新採用）

（新採用）

（新採用）
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会　場実　施　日　程対　　象　　者事　　　業　　　名

ふれあい健康センター
※対象者には個別通知

毎月第４火曜日
生後４ヶ月・６ヶ月・

９ヶ月・１２ヶ月の乳幼児

乳 児 健 康 診 査
乳 幼 児 健 康 相 談母

　
　
と
　
　
子

５月・８月・１１月・２月の

第３火曜日

１歳６か月

３歳児の幼児

1歳6か月児健康診査
3 歳 児 健 康 診 査

ふれあい健康センター
※２歳児のみ個別通知

５月・８月・１１月・２月の

第４木曜日

歯が上下４本ずつ

生えてから入学前

歯 科 相 談
フ ッ 化 物 塗 布

子育て支援センター偶数月の第３水曜日妊婦、乳幼児とその親すくすく教室・のびのび広場
ふれあい健康センター９月２８日（月）

２０歳以上の女性子 宮 が ん 検 診

成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

札幌がん検診センター
（バスツアー検診）

７月４日（土）、１０月３０日（金）

八雲総合病院５月下旬予定～通年

長万部町立病院５月下旬予定～通年

４０歳以上の女性乳 が ん 検 診 札幌がん検診センター
（バスツアー検診）

７月４日（土）、１０月３０日（金）

八雲総合病院５月下旬予定～通年

長万部町立病院５月下旬予定～通年

４０歳以上の女性骨 粗 鬆 症 検 診 札幌がん検診センター
（バスツアー検診）

７月４日（土）、１０月３０日（金）

長万部町立病院対象者には個別通知国民健康保険加入の

４０～７４歳の方
特 定 健 診

ふれあい健康センター

８月２１日（金）、２２日（土）

１１月１２日（木）

２月１９日（金）

後期高齢者保険に

加入している方
後期高齢者健康診査

生活保護を受けている

４０歳以上の方
健 康 診 査

４０歳～７０歳肝 炎 検 査
４０歳以上胃 が ん 検 診
４０歳以上肺 が ん 検 診

５０歳以上の男性前 立 腺 が ん 検 診

４０歳以上大 腸 が ん 検 診
６月２９日（月）～７月３日（金）

７月１６日（木）～１８日（土）４０歳以上頭 の 検 診
長万部町立病院７月２９日（水）小学校３年生以上エ キ ノ コ ッ ク ス 検 診

ふれあい健康センター毎週水曜日全町民げ ん き 倶 楽 部健
康
教
室

要望先要望に応じて対応全町民げ ん き 出 前 教 室
ふれあい健康センター毎月第３月曜日おおむね６５歳以上の方は つ ら つ 教 室

窓口・電話で毎日全町民健 康 相 談 ・ 栄 養 相 談

ふれあい健康センターの
事業をご利用ください
ふれあい健康センターでは1年をとおして

下記の事業を実施しています。

詳細については、随時広報でお知らせします。
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穴

血

結

訣

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

桁
桁
桁
桁
桁

桁
桁
桁
桁
桁

24時間 電話健康相24時間 電話健康相談談
開設中です開設中です ！！

役場開庁時は町保健師、栄養士も相談を受けています。
（TEL：2－2453）

介護予防教室

　健康、医療、育児、介護に関する相談を２４時間無料で
受ける電話相談を実施しています。
　委託先の専門相談員（医師、看護師など）が病気やケ
ガの対処法を助言するほか、
　必要に応じて医療機関の紹介を行っています。

今月号の広報には、保存版のチラシとステッカーを
折り込んでいます。そちらもご覧ください。

下記のフリーダイヤルにお気軽にご相談ください。携帯
電話からも使用可能です。

24時間 電話健康相24時間 電話健康相談談
開設中です開設中です ！！

～長万部健康ダイヤル24～

緯0120－558－048
こ こ は　　おしゃまんべ

記載事項のお申し込み・お問い合わせは

保健福祉課健康推進係（保健師）

　　　☎２−２４５４

はつらつ教室を実施します！

各地区でもフォローアップ教室

の実施を予定しています！

　町では、体を動かす習慣を取り入れ、介護予防に取り
組んでいただく場としてはつらつ教室（介護予防教室）
を開催します。
　「だれでも」「いつでも」「たのしく」できる内容で、主
にイスに座ってできる体操を実施します。
　ぜひご参加下さい！
①対象者　町内にお住まいのおおむね65歳以上の方
②場　所　ふれあい健康センター
③日　時　平成27年4月～平成28年3月までの毎月第3
　　　　　月曜日（7月、8月、9月、3月は第4月曜日）
　　　　　午後1時30分～3時
④内　容　健康チェック（血圧測定など）
　　　　　軽体操（ストレッチ・筋力強化トレーニング）
　　　　　講話（転倒予防・お口の健康など）
　　　　　☆教室の初回と後半には体力測定を行い、運

動の成果を確認します！
⑤定　員　25名（定員になり次第締め切り）
　　　　　※新規の方が優先となります。
⑥参加費　無　料
⑦その他　当日は動きやすい服装でお越し下さい。
　　　　　水分補給として飲み物をお持ち下さい。

　子育ての楽しさや心配ごとなどをお母さん同士で情報
交換しませんか？のびのび広場と合同の実施です。
　妊婦さんも先輩お母さんの話を聞いたり、赤ちゃんと
ふれあう機会としてぜひ遊びにいらしてくださいね。
申し込みの必要はありませんので、当日直接会場へお越
しください。　

★日　時　4月15日（水）　午前10時～11時30分
★会　場　子育て支援センター（さかえ保育所）
★対　象　生後３ヶ月以降の子と親、妊婦さんも歓迎！

すくすく教室・のびのび広場に集まれ～!

★日　時　４月９日（木）　13：30～15：00
★場　所　八雲保健所
　◇予約が必要です。
　　事前に八雲保健所に連絡してください。
　◇保健師による電話相談は、随時行っております。

心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心ののののののののののののののののののののののののののののののののの相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談ああああああああああああああああああああああああああああああああありりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままままままままままままままま心の相談ありますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教生活習慣改善教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「げげげげげげげげげげげげげげげげげげげげんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんきききききききききききききききききききき倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶倶楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中「げんき倶楽部」開催中！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
　生活習慣病で治療している方、予備軍の方は長万部町
でも30歳代から増えてきます。
　生活習慣病は、その名の通り「生活習慣」が大きく影
響します。
　町では、運動習慣を身につけてもらうため、健康教室
を実施しています。
　毎週軽い運動を実施し、心地よい汗を流しませんか？

★対象者　長万部町民で、健康づくりに関心があり軽運
　　　　　動を希望される方
★場　所　ふれあい健康センター
★日　時　平成28年3月23日までの毎週水曜日
　　　　　午前10時～11時半
★内　容（1）体測（身長・体重・体脂肪率測定）
　　　　　（2）体力測定
　　　　　（3）ストレッチ体操、筋力バランスアップ体操
★参加料　無　料
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今月は、４月（卯月）です

今月は、　　　　月？

　長く掲載させていただきました「この日、何の日？」シリー
ズから、新年度から新たな企画で「今月は、どんな月？」でス
タートします。ご愛読の程、よろしくお願いします。
　さて、４月は卯月（うづき）と呼び、その由来は諸説あると
されていますが、「卯の花が咲く月」つまり「卯の花月（うのは
なづき）」を略したものと言うのが定説となっています。
　日本では、４月（卯月）に入学式、入社式が行われ年度の始
まりの月になります。
　また、カレンダ－を見て気付いた方もいるかもしれませんが、
毎年４月と７月は同じ曜日で始まります。

ブラウン先生とお茶をしながら英会話
～ Let's Enjoy English !!～

　お茶を飲んでくつろぎながら、日常英会話を楽しみま
しょう。
　●指導者　ブラウン先生（東京理科大学講師）
　●場　所　東京理科大学１号館２階　第２ゼミ室
　●時　間
　　（1）子供クラス①（４歳～小１）17:30～17:50
　　（2）子供クラス②（小２～小６）18:00～18:30
　　（3）大人クラス　（中学生以上）18:40～19:30
　●日　程
　　①5月20日（水）　②6月3日（水）　③6月17日（水）
　　※４回目以降については、最初の実施日にお知らせ
　　　しますのでご了承ください。
　　　基本は、月２回の実施で11月末で終了します
　●参加料　　無　料
　　※子供クラスの参加者は必ず保護者の同意を得て参
　　　加してください

サークル「ピタゴラス」

「あつまんべ」に会場が
替わりました！

　「数学の面白さ、楽しさを感じてもらいたい！」との願
いで、ピタゴラスを開始して24年目に入りました。
　従前は、学習文化センターを会場に実施していました
が、この度、会場が替わりましたのでご注意願います。

　●指導者　榎本一之先生（東京理科大学教授）

　●実施日　毎週木曜日・午後７時から

　●場　所　あつまんべ　２階会議室

　●対　象　小学生から高校生まで

　●参加料　無　料

　※参加者は必ず保護者の同意を得て参加してください

寺子屋「基礎英語学習会」

　「英語の嫌いな子や苦手な子を、必ず好きにさ

せる！」との思いで、学力向上を基本におき、今

年も次のとおり実施します。

　

　●指導者　川　添　隆　志　先生（長中ＰＴＡ）
　●実施日　５月１６日（土）・午後３時から
　　　　　　※以降、毎週土曜日で実施します。

　●場　所　学習文化センターＡＶ室
　●対　象　中学２年生～３年生まで
　●参加料　無　料
　※事前の申込は不要ですので直接会場へお越し

　　ください。

　　なお、参加者は必ず保護者の同意を得て、参

　　加してください

～中学生の英語力を、勉強法から支援します！～

「町民ギャラリー」の
展 示 者 募 集 中 ！

　町内で日頃から、絵画や書道、写真等の創作活
動に取り組んでいる、個人やサークルの皆さんの
発表の場として町総合文化祭がありますが、年間
を通して発表できる場として「町民ギャラリー」
があります。
　常に会場を開放していますので、希望の方はお
気軽にご相談ください。

　●場　所　学習文化センターロビー
　●期　間　２～３週間程度
　●方　法　所定の申込用紙に必要事項を記入し、
　　　　　　教育委員会事務局まで提出してくだ
　　　　　　さい。

～あなたの作品を展示してみませんか！～

お問い合わせ先   東京理科大学事務部　丹羽 ☎2－5111

東京理科大学の先生の教室です東京理科大学の先生の教室です！！釜
鎌
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ど ん な
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　あいさつを
　　しっかりしよう　毎日ね

静狩小学校　荒生　和珂奈さん

撃

傑

隙

欠

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁

桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁

スポーツ少年団スポーツ少年団のの
新入団員募集新入団員募集！！

　スポーツ活動を通じ、心と身体、豊かな情操を
育むことを願いに、各少年団では新入団員を募集
します。
　お問い合わせは、スポーツ少年団本部事務局
（教育委員会）へご相談ください。

【少年団登録をしている種目】
　・柔道　・剣道　・野球　・サッカー　・水泳
　・ミニバスケットボール　・陸上競技

少年団員
　募集！

　様々な体験活動を通して、ボランティア精神を
養うことを目的に本年度も新たに団員の募集をし
ます。
　申込書は、各学校を通して配布しますので希望
者は記載のうえ提出してください。

　●申込締切日　5月15日（金）　
　●提　出　先　教育委員会事務局（役場内）　

ラ
ンテ アボ ィ

　児童・生徒の登下校時の安全

確保を図るために、地域の皆さ

んの協力のもと「子供１１０番の

家」を、現在５８カ所で設置しています。

　特に、４月から新しく入学される小・中学生の皆

さんを、安全で安心して登下校ができる環境づくり

を、私たち大人が作り上げていくように、皆さんの

ご協力をお願いします。

　【緊急時の対応マニュアル】
　①　子供を落ちつかせてください。
　②　話を聞いて「自宅」か「学校」、内容により
　　　「警察」へ連絡してください。
　③　伝えることは、「通報者の名前」・「現在地」
　　　「電話番号」です。
　　　次に、「いつ、どこで、何があったのか？」を
　　　伝えてください。
　　※以上の事項は、子供が直接話せる時は本人

から話すように、話せないときは代わって
話してください。

　●緊急電話 → ☎110番へ！　　
　　　※必ず最寄りの警察署につながります
　●八雲警察署　☎0137－64－2110

～「子供110番の家」が
町内に設置されてますよ！～

JR長万部駅そばの駐輪場が
整備されました！

　ＪＲ長万部駅そばの駐輪場には、かねてから整備

要望の声が寄せられており、児童・生徒の利用者も

あることから、この度、長万部町健全育成協議会が

主体となって改修作業を行いました。

　また、併せて長年に渡り置き捨てられていた自転

車で雑然としていましたが、警察の立会いのもと不

法投棄として整理させていただきました。

　利用者からは「大変、綺麗になり、使いやすくな

りましたね！」、との声が多く寄せられました。

　今後は、特に警察と連携しながら利用者側のル－

ル順守の大切さを、大人や子供たちに呼びかけるこ

とを第一に、環境整備に努めていきますので、皆さ

んのご協力をお願いします。

地域の皆さんの力で、子供たちを守ろう！
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　せたな青少年旅行村が４月中旬よりオー

プンします。キッチン、ガスコンロ、水洗

トイレ、冷蔵庫、テレビ、暖房器具など設

備が充実している人気のケビンは毎年さく

さんのご予約をいただいております。もち

ろん、バンガローや持込テントサイトもあ

りますので皆さんのご利用をお待ちしてい

ます。

◎場　所　せたな町瀬棚区西大里

【お問い合わせ先】

　瀬棚総合支所（緯０１３７－８７－３３１１）

～ご予約受付中です！～

● せたな青少年旅行村 ●

せたな町瀬棚区せたな町北檜山区せたな町大成区

～４月中旬オープン！～～身も心もあったか～

八　雲　町八雲町熊石地域今　金　町

　５月から一般を対象に、「前期水泳・水中
運動教室」を開催します。
　町外の方も受講できますので、ぜひご利
用ください。
◎申込受付　４月１８日（土）午後２時から
◎期　　間　５月から７月中旬
　　　　　　（毎週火～金曜日）
◎時　　間　①午後６時１５分～７時
　　　　　　②午後７時～７時４５分
◎種　　目　初級水泳教室、中級水泳教室、
　アクアビクス教室、水中運動教室
　各種目１１回開催
　（教室により、時間が異なります）
◎受 講 料　２，０００円
【お問い合わせ先】
　八雲町温水プール（緯０１３７－６３－３２３８）

～春からシェイプ・アップ！！～

● 『八雲町温水プール』 ●
　平田内川沿いに広がるキャンプ場「熊石
青少年旅行村」。広大な芝生におおわれ、
ほどよく点在する樹木が爽やかな木陰をつ
くり出します。
　ツリーハウス・キノコログは子どもに大
人気。また、バーベキューコーナー・キャ
ビンなど宿泊でも日帰りでも十分満足いた
だけます。
◎入村料（１人１日）
　小・中学生　２００円　高校生以上　４１０円
【お問い合わせ先】
　旅行村管理棟　（緯０１３９８－２－３７１６）

～４月２５日オープン予定～

● 熊石青少年旅行村 ●
　４月５日（予定）迄のピリカスキー場営業終
了後は、館内レストランReraは日帰り利用
の営業を再開します。長い冬の疲れを癒し
がてら、温泉やお食事をお楽しみ下さい。
レストランRera
◎日帰り営業時間　１１：３０～１６：００
◎団体ご会食　お一人様３，２４０円（税込）
　　　　　　　１５名様より　無料送迎有り
※ご人数、お時間などご相談に応じます。
お気軽にお問い合わせ下さい。
　宿泊料金（１泊２食付・税込み）：大人７，８００
円より、小学生５，３６０円より
※今金町民の方が同伴の場合、グループ全
員１，５００円割引になります！
◎休館日　平成２７年４月１３日～１６日
【お問い合わせ先】
　クアプラザピリカ（緯０１３７－８３－７１１１）

～クアプラザピリカ～

● 春からの営業お知らせ ●

No. ２０４ コリドール交流ネットワーク近隣６地域の情報コーナー

　全道屈指の広さを誇る北檜山グリーンパ
ーク・パークゴルフ場が、４月中旬オープ
ンします。１００ｍを超えるロングホールも
多数整備されており、そのなかには日本一
とも言われるロングホールも！遊楽部岳も
望める雄大な自然の中で、思いっきりプレ
ーしてみませんか？
◎使用料　１ラウンド（高校生以上３００円、
中学生以下・７０歳以上１００円）用具一式
貸出１ラウンド（２００円）
◎場　所　せたな町北檜山区豊岡
【お問い合わせ先】
　産業振興課（緯０１３７－８４－５１１１）
　北檜山グリーンパーク
 （緯０１３７－８６－０５３０）

● 国民宿舎『あわび山荘』 ● ● 『北檜山パークゴルフ場』 ●

交 通 安 全 コ ー ナ ー
の～んびりいこうや北海道

　雪も溶け、ポカポカ陽気で気もゆるみがちとなりますが、こんな時こそ一人ひとりが交通安全に対する意

識を強く持つことが大切です。交通ルールとマナーをしっかり守り、社会の一員として責任ある行動を実践

し、交通事故から命を守りましょう。

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入新入学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園）））））））））））））））））））））））））））））（園）期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期ののののののののののののののののののののののののののののの安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬の安全旬間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
　新学期が始まり真新しいランドセルを背負った子どもや、

通園カバンを肩にかけた子どもの姿が目につきます。

　子どもの事故で圧倒的に多いのは｢飛び出し｣です。子ど

もを見かけたらアクセルをゆるめ、特に慎重な運転を心が

けましょう！！

子どもは大人の行動を見ています、大人が良いお手本となりましょう！！

　貝取澗渓谷の雄大な自然にひっそりと抱

かれている「あわび山荘」。歓送迎会プラン

も実施しておりますので、電話にてご相談

ください。無料送迎もしておりますのでお

気軽にどうぞ！

◎場　所　せたな町大成区貝取澗

◎宿泊料　大人８，１００円、小学生６，４１０円、

　　　　　幼児１，５３０円（寝具のご利用のみ）

【お問い合わせ先】

　国民宿舎あわび山荘（緯０１３９８－４－５５２２）

4月10日は「交通事故死ゼロを目指す日」

4月6日（月）～4月15日（水）
画 臥蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊
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